





















FA = Goethe, Johann Wolfgang: Sämtliche Werke. Briefe, Tagebücher und Gespräche.  
Vierzig Bände, Deutscher Klassiker Verlag, Frankfurt am Main, 1985 ff. 
（Frankfurter Ausgabeの略） 
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現象の出発点 Anfangspunkte aller Erscheinungen in der Natur」「全生物の最終的な根源構成要

















エッカーマン（Johann Peter Eckermann, 1792-1854）によると、ゲーテは最晩年に自分をスピ
                                                   
1 ゲーテ（1958）『ファウスト 1』、34ページ。 























Kaempfer, 1651-1716）の『日本誌』（Geschichte und Beschreibung von Japan, 1777/79)とゲオル
グ・シュロッサー（Johann Georg Schlosser, 1739-1799）の『輪廻に関する二つの対話』（Über 
die Seelenwanderung: zwey Gespräche, 1781/82)とヘルダーの『人類の歴史の哲学考』（Ideen zur 








































のかについては、本論文の第 3部と第 4部で考察する。 























                                                   

























（2）ゲーテ（1960－1962）『ゲーテ全集』 高橋義孝ほか訳 人文書院 







































                                                   
1 深田甫（1996）『ドイツ語翻訳教室』、5 ページ。 
2 深田甫（1996）『ドイツ語翻訳教室』、7 ページ参照。 
3 深田甫（1996）『ドイツ語翻訳教室』、8 ページ。  
4 深田甫（1996）『ドイツ語翻訳教室』、9 ページ。 































然詩文」と訳した。第 1 部第 1 章でさらに「自然詩文」という概念について詳しく論じる。 
                                                   











来についても確認しておく必要がある。「生命哲学」については第 1 部第 2 章で論じるよう
に、哲学史的には 19 世紀にアンリ・ベルクソン（Henri Bergson, 1859-1941）やヴィルヘル
ム・ディルタイ（Wilhelm Dilthey, 1833-1911）などが展開してきた「生の哲学」という哲学
的思潮に間接的に関係するものであるが、それ以前の 18 世紀の終わり頃に文学的運動と関











① Philosophie, die sich mit dem menschlichen Leben befasst（Philosophie）9 人間の生を扱う
哲学（哲学）10 
は第 1 定義とされる。哲学史的には「生の哲学 Lebensphilosophie」とも呼ばれる。 
→ 哲学史的に理解した「生の哲学」 
                                                   
7 伊藤邦武（2012）『物語 哲学の歴史』、244-316ページ参照。 
8 ドイツ語では「生命哲学」も「生の哲学」も Lebensphilosophie と呼ぶ。 
9 Duden. 2003, S. 1001. 




② Art und Weise, das Leben zu betrachten11 生命を考察する方法12 
は第 2 定義とされる。「生命観 Lebensanschauung」とも呼ぶことができる。 
→ 一般的、日常的「生命哲学」、一人ひとりがもっている「生命哲学」 
③ 第 3 定義、生き方に影響を与えて、実践される哲学（実践された生命哲学） 
筆者は「生命」を「生き方」と読み替えることで、さらに「生命哲学」の意味を付け加え
た。これが第 3 の定義である。 
→ 実践的な意味における「生命哲学」 
 




















                                                   
11 Duden. 2003, S. 1001. 






















の霊魂 Unsterblichkeit der Seele」、「輪廻 Seelenwanderung」、「業（ごう） Karma」などの用
語を用いて、その哲学的意義を説明する。また本論文では東洋と西洋の思想についても論じ
るため、両方の観点から用語の説明を取り上げる。以下『哲学事典』、『哲学・思想翻訳語事






                                                   
13 『哲学・思想翻訳語事典』、2013。 
14 『哲学・思想翻訳語事典』2013、180 ページ参照。 





























                                                   
16 『哲学事典』1971、1498 ページ参照。 
17 『カラー図解 哲学事典』2010、23ページ参照。 
18 『哲学・思想翻訳語事典』2013、180 ページ参照。 
19 『哲学事典』1971、1498 ページ参照。  
20 『カラー図解 哲学事典』2010、9ページ。 
21 『カラー図解 哲学事典』2010、23ページ。 






Seelenwanderung の意義は Reinkarnation として説明されている23。Reinkarnation の語源はラ
テン語から来て、Seelenwanderung を意味している。すなわち「人間の魂が新しい体と新し
い生存に渡ること（Übergang der Seele eines Menschen in einen neuen Körper und eine neue 
Existenz; Seelenwanderung）」を意味している24。ただしゲーテ自身は Reinkarnation という言
葉を用いていない。そして Duden の Reinkarnation すなわち Seelenwanderung の説明文では
「人間の魂」のみが書いてあるが、哲学思想によっては、動物の魂も輪廻概念に含まれる場
合がある。 
ゲーテは Seelenwanderung 以外に Metempsychose μετεμψύχωσηというギリシャ語由来の言
葉を用いているが、これも輪廻という意味をもつ言葉である25。 Reinkarnation の同意語（類
語・類義語）は Wiedergeburt ((Religion) das Wiedergeborenwerden des Menschen, der menschlichen 
Seele)(宗教)人間、人間の霊魂の再生）、Auferstehung (宗教)（用例 die Auferstehung der Toten 












                                                   
23 http://www.duden.de/rechtschreibung/Seelenwanderung (28.7.2016) 参照。 
24 http://www.duden.de/rechtschreibung/Reinkarnation （28.7.2016）参照。 
25 http://www.duden.de/rechtschreibung/Metempsychose  (28.7.2016) 参照。 
26 http://www.duden.de/rechtschreibung/Palingenese (28.7.2016) 参照。 
27 『哲学事典』1971。 
28 『哲学事典』1971、1484 ページ。 
































                                                   
30 『哲学事典』1971、1484 ページ。 






























たのはゴットホルト・エフライム・レッシング（Gotthold Ephraim Lessing, 1729-1781）の著
作『人類の教育』（Erziehung des Menschengeschlechts, 1780）である。この論争にゲーテの義
                                                   
32 『哲学事典』1971、470 ページ。 




兄弟であるヨハン・ゲオルグ・シュロッサー（Johann Georg Schlosser, 1739-1799）は『輪廻
に関する二つの対話』（Über die Seelenwanderung,1781/1782)という著作で参加した。これに




輪廻思想に対する論争の 5 年後の 1785 年に生じたスピノザ論争とも呼ばれる汎神論論争
とは、ドイツで起きたスピノザの哲学をどう受け入れるかという一連の論争のことをさす。
ゆえにこれをスピノザ論争ともいう。汎神論論争は、フリードリヒ・ハインリヒ・ヤコービ
（Friedrich Heinrich Jacobi, 1743-1819）の無名の『スピノザの教説について』(Über die Lehre 


















                                                   
34 FA 28, 983. 












                                                   















第 1 部では様々な観点からゲーテの生命哲学とその背景について論じる。まず、第 1 章
では、ゲーテの自然詩文を通して彼の生命哲学を明らかにする。 
ゲーテの「文学論」からの、今まであまり解釈されていない、随筆「さらに一言、若い詩




















                                                   
1 この随筆は『ゲーテ全集 13』、89－91ページに収められている。ドイツ語版は Goethe 
Werke. Bd. 6, 2007. S. 374-375に所収。以下、必要に応じてドイツ語版の対応箇所も注にお
いて記していく。 
2 Goethe Werke. Bd. 6, 2007. S. 629-630参照。 
3 G-Hb 1, 16. 
4 „Goethes Naturdichtung setzt die Einheit von Mensch und All voraus und dient zu ihrer 
Verherrlichung.“ (Gundolf (1930: 381)筆者訳) 






の関係性を述べてはいない。しかし、O.F.ボルノ （ーOtto Friedrich Bollnow, 1903-1991）は『生
の哲学』(Die Lebensphilosophie, 1958)5の中で生の哲学の由来について詳しく論じた。 
                                                   
5 Bollnow, Otto Friedrich: Die Lebensphilosophie, 1958. 日本語訳は O.F. ボルノー（1975）
『生の哲学』。 
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ein Wort für junge Dichter）」1を用い、上記の問題を検討してみたい。 














                                                   
1 『ゲーテ全集 13』、89－91 ページ。(Goethe Werke. Bd. 6, 2007, S. 374-375) 
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2 『ゲーテ全集 13』、89 ページ。 
3 『ゲーテ全集 13』、89 ページ。 
4 『ゲーテ全集 13』、89 ページ。 
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5 ここで「精霊」を「天性」に入れ替えた。 
6 Goethe Werke. Bd. 6, 2007, S. 526. 訳は下記参照。 
『ゲーテ全集 13』、89 ページ。ゲーテ（1981）『ゲーテ全集 8』ヴィルヘルム・マイ 
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7 „Das Erfinden ist kein Werk des logischen Denkens, wenn auch das Endprodukt an die logische 
Gestalt gebunden ist.“ Seelig (Hrsg.): Helle Zeit − dunkle Zeit, in memoriam Albert Einstein. 1956, S. 
10. 筆者訳。 
8 『ゲーテ全集 13』、343 ページ。(Goethe Werke. Bd. 6, 2007, S. 522) 
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9 『ゲーテ全集 10』、188 ページ。 
10 ゲーテはこの文脈では「芸術家」を「詩人」という意味で使用していると思われる。 
11 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。(Goethe Werke. Bd. 6, 2007, S. 374) 
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くつかある13。ゲーテ自身はこのような考えを、例えば「水の上の霊らの歌（Gesang der Geister 
                                                   
12 『ゲーテ全集 13』、89 ページ。 
13 G-Hb 1, 101-102 参照。  
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14 この詩は『ゲーテ全集 1』、212－213 ページに収められている。ドイツ語版は FA 1, 
318-319 に所収。 
15 この詩は『ゲーテ全集 1』、210－212 ページに収められている。ドイツ語版は FA 1, 
316-318 に所収。 
16 『ゲーテ全集 1』、212 ページ。 
17  G-Hb 1, 102 参照。 
18 『ゲーテ全集 1』、210 ページ。 
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19 『ゲーテ全集 1』、211 ページ。 
20 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、207 ページ。  
„Was nun die persönliche Fortdauer unserer Seele nach dem Tode betrifft, so ist es damit auf meinem 
Wege also beschaffen. Sie steht keineswegs mit den vieljährigen Beobachtungen, die ich über die 
Beschaffenheit unserer und aller Wesen in der Natur angestellt, im Widerspruch; im Gegenteil, sie 
geht sogar aus denselben mit neuer Beweiskraft hervor. (. . .) Vorläufig will ich nur dieses zuerst 
bemerken: ich nehme verschiedene Klassen und Rangordnungen der letzten Urbestandteile aller 
Wesen an, gleichsam der Anfangspunkte aller Erscheinungen in der Natur, die ich Seelen nennen 
möchte, weil von ihnen die Beseelung des Ganzen ausgeht, oder noch lieber Monaden – lassen Sie 
uns immer diesen Leibnizischen Ausdruck beibehalten!  
(...) Es folgt hieraus, daß es Weltmonaden, Weltseelen, wie Ameisenmonaden, Ameisenseelen gibt, 
und daß beide in ihrem Ursprunge, wo nicht völlig eins, doch im Urwesen verwandt sind.“ 
 „Jede Sonne, jeder Planet trägt in sich eine höhere Intention, einen höhern Auftrag, vermöge dessen 
seine Entwickelungen ebenso regelmäßig und nach demselben Gesetze, wie die Entwickelungen 
eines Rosenstockes durch Blatt, Stiel und Krone, zustande kommen müssen. Mögen Sie dies eine 
Idee oder eine Monade nennen, wie Sie wollen, ich habe auch nichts dawider; genug, daß diese 
Intention unsichtbar und früher, als die sichtbare Entwickelung aus ihr in der Natur, vorhanden ist. 
(FA 34, 171-172) 
21 ゲーテ（1981）『ゲーテ全集 15』、231 ページ。 
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22 ここで「文学」を「詩文」に入れ替えた。詳しくは本論文の序章、14 ページを参照。 
23 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
24 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
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25 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
26 ここで「オルペウス」を「オルフェウス」に入れ替えた。 
27 『ゲーテ全集 13』、67 ページ。 
28 ゲーテ（1958）『ファウスト 1』、38 ページ。 
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29 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、145 ページ。 
30 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、145 ページ。 
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31 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
32 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
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33 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
34 ここで「文学の」を「詩文の Poetisch」に入れ替えた。 
35 ここで「生活」を「生命 Leben」に入れ替えた。 
第 1 部 ゲーテの「生命哲学」 































                                                   
36 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。(Goethe Werke. Bd. 6, 2007, S. 375) 
37 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
38 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
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文」における生命哲学の第 3 定義に当てはまる問題である。 
 












                                                   
39 Johann Wolfgang von Goethe: Wilhelm Meisters Wanderjahre. Maximen und Reflexionen. Aus 
dem Nachlass, 1991, S. 870. 筆者訳。 
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40 『ゲーテ全集 13』、90 ページ。 
41 『ゲーテ全集 13』、91 ページ。 
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42 『ゲーテ全集 13』、91 ページ。 
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43 『ゲーテ全集 13』、91 ページ。 
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44 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、383 ページ参照。 
45 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、292 ページ。 
46 『ゲーテ全集 15』、233 ページ参照。 
47 『ゲーテ全集 15』、233 ページ。 
48 FA 37, 498. 
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1 『哲学事典』1971。 





なおマックス・シェーラ （ーMax Scheler, 1874-1928）に代表される哲学的人間学、カール・

















メル（Georg Simmel, 1858-1918）、ルートヴィヒ・クラーゲス（Ludwig Klages, 1872-1956）、
オスヴァルト・シュペングラー（Oswald Spengler, 1880-1936）、フランスのジャン・マリー・
ギュイヨー（Jean-Marie Guyau, 1854-1888）、ベルクソン、スペインのミゲル・デ・ウナムー
ノ（Miguel de Unamuno y Jugo, 1864-1936）、ホセ・オルテガ・イ・ガセット（José Ortega y 
Gasset, 1883-1955）などである。細かな点においては違いがあるにもかかわらず、共通点は
創造的な人生の見方にあり、合理主義に反対する傾向もある6。 
O.F.ボルノー（Otto Friedrich Bollnow, 1903-1991）は『生の哲学』7という著作の中で「生の
                                                   
2 『哲学事典』1971、819-820ページ参照。 
3 Historisches Wörterbuch der Philosophie. Bd. 5, 1980. 
4 Historisches Wörterbuch der Philosophie. Bd. 5, 1980, S. 135 参照。 
5 Historisches Wörterbuch der Philosophie. Bd. 5, 1980, S. 136 参照.。 
6 Baumgartner 2015 参照。 
7 Die Lebensphilosophie, Berlin-Göttingen-Heidelberg, 1958. 日本語訳は O.F. ボルノー
（1975）『生の哲学』。 













（G.B. von Schirach, 1743-1804）により匿名で出版された『道徳的な美しさと人生（生）の哲
学』(Über die moralische Schönheit und die Philosophie des Lebens, 1772)という書であるが、そ
の精神はすでにフェデル（J.G.H. Feder）の教科書に先取りされた。それに続いてカール・フ
ィリップ・モーリッツ（Karl Philipp Moritz, 1756-1793）の『生の哲学への寄与』（Beiträge zur 














                                                   
8 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、18ページ参照。 
9 O.F. ボルノー『生の哲学』、26ページ。 
10 Historisches Wörterbuch der Philosophie. Bd. 5, 1980, S. 136-137参照。 
11 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、19ページ参照。 














フリードリヒ・シュレーゲル（Friedrich Schlegel, 1772-1829）は、カント（Immanuel Kant, 
1724-1804）やヘーゲルに対して完全な意識（道理だけではなく）の先験哲学（超越理念）
としての「生の哲学」を作ろうとしていた。フィヒテ（Johann Gottlieb Fichte, 1762-1814）と













                                                   
12 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、19－20ページ参照。 
13 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、20－21ページ参照。 
14 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、21ページ参照。 
15 Baumgartner 2015 参照。 
16 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、21ページ参照。 
17 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、22ページ参照。 





















特にジード（André Paul Guillaume Gide, 1869-1951）、プルースト（Marcel Proust, 1871-1922）、
ホーフマンスタール（Hugo von Hofmannsthal, 1874-1929）、リルケ（Rainer Maria Rilke, 1875-






シェーラー（Max Scheler, 1874-1928）の現象学とハイデガー（Martin Heidegger, 1889-1976）
                                                   
18 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、23ページ参照。 
19 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、24ページ参照。 
20 大槻裕子（2007）『ゲーテとスピノザ主義』、191－192ページ。 
21 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、24ページ参照。 
22 Baumgartner 2015 参照。 
23 O.F. ボルノー『生の哲学』、26－27ページ。 






















Heinrich Jacobi, 1743-1819）のモーゼス・メンデルスゾーン（Moses Mendelssohn, 1729-1786）
への手紙『スピノザの教説について』（Über die Lehre des Spinoza in Briefen an den Herrn Moses 
Mendelssohn, 1785）とメンデルゾーンからの返書、そしてヘルダーの著作『神』（Gott）によ
って開発された。スピノザ論争の決定的な特徴であったのは、専門的で哲学的な論争ではな
                                                   
24 Baumgartner 2015参照。 
25 O.F. ボルノー（1975）『生の哲学』、15ページ参照。 





るために用いられた（「生気論 Vitalismus」、「物活論 Animismus」、「新生気論 
Neovitalismus」）。 
5. 19 世紀後半と 20世紀初頭に「生の哲学」という用語は総合的に用いられた。思想家は
内面的生活の現象とそれらの精神的、歴史・文化的表現の中で、合理主義的な主観と客観
の分離（Subjekt-Objekt-Spaltung）を克服する出発点を探していた。(ベルグソン、ディルタ
イ) （Historisches Wörterbuch der Philosophie. Bd. 5, 1980, S. 136-140 参照） 
























                                                   
27 Historisches Wörterbuch der Philosophie, Bd. 5, 1980, S. 138 参照。 
28 ここで「文学の」を「詩文の Poetisch」に入れ替えた。 
29 ここで「生活」を「生命 Leben」に入れ替えた。 




































































とスピノザ』（Der junge Goethe und Spinoza, 1969）という著作の中で「スピノザの形而上学
はゲーテの自然哲学と自然の直観において実現された。（略）若きゲーテの哲学概念はス
ピノザ体系とスピノザ哲学によって作られたものである5」と述べ、ゲーテの自然哲学、自
                                                   
1 『ゲーテ全集 10』、178－179 ページ。 
2 Spinoza, Baruch de: Ethica ordine geometrico demonstrata, 1677. 
3 森林太郎（1924）『鴎外全集 9』。 
4 G-Hb, 1000参照。 
5 Bollacher (1969: 116) 筆者訳。 
































                                                   
6 Simm (2000) 
7 Simm (2000: 12) 筆者訳。 
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いる。すなわち、第 1期はフランクフルトの少年時代からライプチヒ時代をへて第 2 次フ
ランクフルト時代までであり、汎神論的な雰囲気のうちに、将来のスピノチスムス受容の
温床が用意された時期という。第 2 期は 1770 年—1775 年までの時期であり、スピノザへの
道を進んだ時代という。第 3期は第 2期の一部であるが、1773 年—1774 年までのスピノザ
との出会いの時期であるという。第 4期は 1780 年代の半ばを中心とし、『エチカ』の研究




ピノザ研究が行われた時期である。そして第 2 期は 1784年—1785年までの時期であり、第
3期は 1811 年－1812 年までの時期であるという2。 
平尾昌宏は「ゲーテ・スピノザ・スピノザ主義―誰が『神即自然』を語ったのか」とい
う論文の中で、主に三つのゲーテのスピノザの研究時期を紹介している。第一期は 1773 年




                                                   
1 大畑末吉（1964）『ゲーテ哲学研究――ゲーテにおけるスピノチスムス』、7－8ページ
参照。 
2 土橋寶は（1999）『ゲーテ世界観の研究――その方法と理論』、60－62 ページ参照。 
3 平尾昌宏（2013）「ゲーテ・スピノザ・スピノザ主義―誰が『神即自然』を語ったの
か」『モルフォロギア 35』「ゲーテと自然科学」4－5、14ページ参照。 
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ドイツではボラッハなどの『若きゲーテとスピノザ』（Der junge Goethe und Spinoza, 1969）
が原点とされる。この著作の中ではゲーテの「スピノザ研究」が執筆される前までの時期、
つまりゲーテのスピノザ哲学との取り組みについて、非常に詳しく議論されている（本論
文の中でこの研究時期は第 1期と第 2期の研究時期に該当している）。 
さらにゲロ・フォン・ウィルペルト（Gero von Wilpert, 1933-2009）『ゲーテ辞典』（Goethe-
Lexikon, 1998）4の中では、ゲーテのスピノザについての研究時期が、三つ紹介されている
（本論文の第 2期、第 3 期、第 4 期の研究時期に該当し、第 1 期には触れてない）。 
ドイツ語のフランクフルト版のゲーテ全集の第 25 巻の中に（Goethe Sämtliche Werke. Bd. 






第 1節 スピノザについての第 1の研究時期（1770年に初めての言及） 
 
ゲーテはいくつかの時期にわたってスピノザを研究した。若きゲーテが「スピノザ主
義」について初めて言及したのは、1770 年 1月—3 月のゲーテの『エフェメリデス』
(Goethes Ephemerides)6の中である。これは、抜き書き、本のタイトル、読書についての印
象を書いたものである7。スピノザ主義についての抜き書きは、ラテン語で書かれている







                                                   
4 Wilpert, Gero von: Goethe-Lexikon, 1998. 
5 FA 25, 865-867. 
6 FA 28, 192.    
7 FA 28, 703 参照。 
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ストフ・ゴットシェット(Johann Christoph Gottsched, 1700-1766)が翻訳したピエール・ベイ
ル（Pierre Bayle, 1647-1706）の『歴史批評辞典』10（Dictionnaire historique et critique, 
1695-1697）に基づいている11。啓蒙主義において一番有力な作品の一つであったこの辞
                                                   
8 ゲーテはこの段落をもともとラテン語で書いたが、筆者は原文のドイツ語訳から和訳
した。„Getrennt von Gott und über das Wesen der Dinge zu sprechen, ist schwierig und 
gefährlich, so wie wenn wir getrennt voneinander über den Körper und die Seele nachdenken; wir 
erkennen die Seele nur durch den vermittelnden Körper, Gott nur durch genaue Naturbetrachtung, 
darum scheint es mir absurd zu sein, diejenigen der Absurdität anzuklagen, die mittels vornehmlich 
philosophischer Schlußfolgerung Gott mit der Welt in Zusammenhang gebracht haben. Alles, was 
existiert, muß sich auf die Existenz Gottes beziehen, weil Gott allein durch sich selbst existiert und 
alles umfaßt. Auch widerspricht der Codex Sacer (die heilige Schrift) unserer Auffassung nicht, 
wobei wir mit Geduld hinnehmen, daß dessen Sätze von einem jeden für seine eigene Ansicht 
zurechtgelegt werden. Das ganze Altertum war derselben Ansicht, dieser Übereinstimmung 
(Konsens) messe ich viel bei. 
 Zum Zeugnis dient mir nämlich das Urteil so großer Männer, daß das emanative System mit der 
reinen Vernunft weitestgehend übereinstimmt; ich möchte möglichst keiner Sekte meine 
Unterschrift geben, und ich bedauere sehr, daß der Spinozismus, weil die schlimmsten Irrtümer aus 
dieser Quelle fließen, dieser reinsten Lehre als ein gänzlich ungleicher Bruder geboren wurde.“  (FA 
28, 717. 筆者訳)  
9 G-Hb 2, 829 参照。 
10 この作品は哲学辞典であり、哲学者たちの知識と言説を歴史的批判的合理的な検討を
し、神学的な伝統においても過誤と迷信を体系的に論破している。（FA 14, 1131 参照） 
11 FA 28, 716 参照。 
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12 FA 14, 1131 参照。 
13 FA 25, 865 参照。  
14 Bollacher (1969: 75) 
15 ヨハネス・コレールス（Johannes Colerus, 1566-1639）の『スピノザの生涯』（Das 
Leben Des Benedikt Von Spinoza, 1733） 
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16 マタイによる福音書、第 7章 20。 
17 『ゲーテ全集 10』、218－219ページ。 
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第 2節 スピノザについての第 2の研究時期（1773年-1774年） 
 
『エフェメリデス』1770 年での最初のスピノザについての言及の後に、ゲーテは 1773
年 5 月 7日に書いたルードウィッヒ・ユリウス・フリードリッヒ・ヘップフネル
（Ludwig Julius Friedrich Höpfner, 1743-1797）宛ての手紙の中で、改めてスピノザについ
て述べている21。1773 年の 4 月と 5 月にヨハネス・コレールス（Johannes Colerus, 1566-
1639）の『スピノザの生涯』（Das Leben Des Benedikt Von Spinoza, 1733）を研究したが、
まだ深いものではなかった22。これに関しては『詩と真実』の第 16章の中でも述べてい
る。 
ボラッハはゲーテの 1773 年のスピノザ読書について次のように述べている。 
                                                   
18 『ゲーテ全集 10』、218 ページ。 
19 『ゲーテ全集 10』、218 ページ。 
20 『ゲーテ全集 10』、218 ページ。 
21 FA 28, 305 参照。 
22 FA 25, 865 参照。 
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の中に『エチカ』と『国家論』(Politischer Traktat)と『知性改善論』(Abhandlung über 























                                                   
23 Bollacher (1969: 75) 筆者訳。 
24 FA 25, 865 参照。 
25 FA 28, 1021 参照。  
26 FA 29, 1105 参照。 
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制作された日にちは明確には知られていないが、断片と同じ日であるとすれば 1773 年 10






















                                                   
27 『ゲーテ全集 10』、192 ページ。 
28 FA 1, 924-925 参照。 
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第 2 部 ゲーテの「生命哲学」の根底にあるスピノザ哲学 























書かれたゲーテのスピノザについての第 2 の研究時期（1773 年—1774 年）は、ドイツ文学
史上で言えば、シュトゥルム・ウント・ドラング（疾風怒濤 1765年—1785年）である。






                                                   
29 『ゲーテ詩集 1』、68－72ページ。 
30  Wilpert, Gero von: Sachwörterbuch der Literatur. 1969, S. 747 参照。 
第 2 部 ゲーテの「生命哲学」の根底にあるスピノザ哲学 






























                                                   
31 佐竹正一（1993）「ゲーテの詩 „Das Göttliche“について―主として『プロメートイ
ス』と『スピノザ研究』との関連で」、68 ページ参照。 
32 『ゲーテ全集 10』、192 ページ。 
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第 3節 スピノザについての第 3の研究時期（1784年—1785年） 
 
1784 年と 1785 年の研究時期に、ゲーテはワイマールでスピノザについての知識を深め
た。1784 年 11 月から 1785 年の春までには、部分的にヨハン・ゴットフリート・ヘルダ
ー（Johann Gottfried Herder, 1744-1803）とシャルロッテ・フォン・シュタイン（Charlotte 









もしれない36。「スピノザ研究」というタイトルを付したのはワイマール版第 2 版第 2 巻
（1892 年）であった37。 





                                                   
33 FA 2, 1173 参照。 
34 G-Hb 2, 1001 参照。 
35 本論文の付録①「ゲーテのスピノザ論―スピノザ論争をめぐる書簡を中心に―」でま
とめてある。 
36 Goethes Werke. Bd. 8, 1955, S. 562 参照。  
37 FA 25, 863 参照。 
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時に初のスピノザのドイツ語訳でもあり、次の 50 年間も、1793 年までの唯一の『エチカ』
のドイツ語訳でもあった。そしていわゆる汎神論論争でも使われたものであった39。ヨハ






ト・ゴットローブ・パウルス（Heinrich Eberhard Gottlob Paulus, 1761-1851）が出版した上下
2巻の本である（イエナ 1802 年－1803 年）42。その下巻にスピノザの『エチカ』が入って




                                                   
38 „Daß ich den Spinoza wenn ich ihn lese mir nur aus sich selbst erklären kann, und daß ich, 
ohne seine Vorstellungsart von Natur selbst zu haben, doch wenn die Rede wäre ein Buch 
anzugeben, das unter allen die ich kenne, am meisten mit der meinigen übereinkommt, die Ethik 
nennen müsste.“ (FA 2, 603. 筆者訳)  
39 Spinoza in der europäischen Geistesgeschichte (1994: 107-125) 参照。 
40 Spinoza in der europäischen Geistesgeschichte (1994: 107-125) 参照。 
41 Christentum und Judentum (2012: 49-50) 参照。 
42 Ruppert (1958: 457) (Nr. 3132) 
43 GT 4,2 1344 参照。 
44 Ruppert (1958: 457) (Nr. 3133) 
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45 G-Hb 2, 828 参照。 
46 Wilhelm Totok (1981) 参照。 
47 Christentum und Judentum (2012: 47-48) 参照。 
48 『ゲーテ全集 10』、218 ページ。 
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ため、スピノザについての独自の見識を持つようになった。1785 年 6 月 9日にヤコービ
宛の手紙の中で次のように述べている。  






または 1785 年 10 月 21 日にヤコービ宛の手紙の中で「この件に関しては僕の意見が君
とは違うのは分かるね。スピノザ主義と無神論とは僕にとっては別物だ50」と述べている。 











られたからである52。ゲーテ自身は、自分の恐れを 1785 年 9月 11日のヤコービへの手紙
の中で述べた。この手紙において、ゲーテはヤコービが『スピノザの教説について』の中
                                                   
49 „Du erkennst die höchste Realität an, welche der Grund des ganzen Spinozismus ist, worauf 
alles übrige ruht, woraus alles übrige fliest. Er beweist nicht das Daseyn Gottes, das Daseyn ist 
Gott. Und wenn ihn andre deshalb Atheum schelten, so mögte ich ihn theissimum ia 
christianissimum nennen und preisen.“ (FA 2, 582-583. 筆者訳)  
50 „Du weißt daß ich über die Sache selbst nicht deiner Meinung bin. Daß mir Spinozismus und 
Atheismus zweyerlei ist.“ (FA 2, 603. 筆者訳)  
51 „Übrigens bist du ein guter Mensch, daß man dein Freund seyn kann ohne deiner Meynung zu 
seyn, denn wie wir von einander abstehn hab ich erst recht wieder aus dem Büchlein selbst gesehn. 
Ich halte mich fest und fester an die Gottesverehrung des Atheisten.“ (FA 2, 629. 筆者訳) 
52 FA 2, 1106 参照。 
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第 4節 スピノザについての第 4の研究時期（1811年—1813年） 
 
ゲーテがスピノザの研究にさらに取り組んだのは、1811年から 1813 年の時期であっ
た。1811 年 11 月 12 日、13 日、14 日にゲーテは「スピノザ」の名を日記に書き、そして
                                                   
53 „Du sendest mir deinen Spinoza. Die historische Form kleidet das Werckgen gut. Ob du aber 
wohl gethan hast mein Gedicht mit meinem Nahmen vorauf zu setzen, damit man ia bey dem noch 
ärgerlichern Prometheus mit Fingern auf mich deute, das mache mit dem Geiste aus der dich es 
geheisen hat. Herder findet lustig daß ich bey dieser Gelegenheit mit Lessing auf Einen 
Scheiterhaufen zu sitzen komme.“ (FA 2, 596-597. 筆者訳)  
54 FA 2, 1105 参照。 
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さらに 1813 年 8月 27 日の日記に「スピノザ」、8 月 29日の日記に「スピノザ。エチ
カ。第一部神について」59と書いてある。このさらなる読書は『詩と真実』の執筆のため
であった60。そして 1813 年 9月 15 日の日記に「ベイル スピノザ項」61と書いてある
が、このさらなる『歴史批評辞典』の読書も『詩と真実』の第 16章の執筆のためであっ
た62。この章の中でスピノザ哲学との取り組みについて述べている。1813 年 10 月 7 日の
日記の最後に「スピノザ」と書かれてあるが63、その時まで 8月 27日・28日からの読書
を続けていたのかもしれない64。 
『詩と真実』の第 1部（第 1章－第 5章）は 1811 年に出版された。第 2部（第 6 章－
第 10 章）は 1812 年に、第 3部（第 11 章－第 15 章）は 1814 年に出版された。1813 年に
すでに第 16 章と第 18章の冒頭の執筆が終わり、第 19章も部分的にできた。しかし、こ
の偉大な作業の続きはしばらく差し置かれた。1831 年の秋に度重なる再執筆をした第 4
部（第 16 章—第 20 章）は一応、編集が終了した。しかしゲーテは逝去する前に、この
『詩と真実』の執筆を終えることができなかった。ゆえに、テキストは下書きのままであ
った。遺産管理者であるヨハン・ペーター・エッカーマン（Johann Peter Eckermann, 1792-
1854）とフリードリッヒ・ウィルヘルム・リーマー（Friedrich Wilhelm Riemer, 1774-
1845）、そしてフリードリッヒ・ヴォン・ミュラー大臣（Friedrich von Müller, 1779-1849）
                                                   
55 GT 4,1 291. 筆者訳。 
56 Ruppert (1958: 395) (Nr. 2671) 
57 FA 25, 867 参照。 
58 FA 25, 867 参照。 
59 GT 5,1 87-8. 
60 GT 5,2 584 参照。 
61 GT 5,1 91. 
62 GT 5,2 592 参照。 
63 GT 5,1 95 参照。 
64 GT 5,2 597 参照。 
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の協力によって原稿が直され、1833 年に出版された65。第 1 章から第 20 章まではゲーテ





から 1832 年まで生きて 82 歳になった。しかしこの自伝は、ゲーテの幼年期と青年期、1749
年から 1777 年までの人生のみを描写している。ゲーテは亡くなる一年前の 1831 年、第 4
部を完成させた。一生涯を描写する予定であったが、1814 年に第 3 部を出版した後に、他
の作品『西東詩集』と『ファウスト 2』に力を入れたので、『詩と真実』の中で一生涯を描
くことができなかったのである。 
ゲーテのスピノザに対する考えの多くは『詩と真実』の第 3 部第 14 章と第 15 章と第 4
部第 16 章にある。第 3 部の第 15 章ではゲーテの「プロメートイス」と汎神論論争とも呼
ばれるスピノザ論争について描いている。本節では主に第 3 部第 14章と第 4 部第 16 章か
らの引用文を紹介する。 












② 第 3部第 14章から（ここではゲーテが『エチカ』から引用し、その感想について述べ 
                                                   
65 FA 14, 1005 参照。 
66 『ゲーテ全集 10』、178－179ページ。 
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④ 第 3部第 14章から（ここではゲーテがヤコービとの出会いについて述べている。ヤコ
ービがゲーテの先輩として、彼を導き啓発しようとしていた。ゲーテにとってはこの
ような純粋な精神の親和が新しい経験だったようである。） 
                                                   
67 『ゲーテ全集 10』、179 ページ。 
68 『ゲーテ全集 10』、179 ページ。 
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はすでに本章の第 1 節で述べたので、ここは述べない。） 
 
⑥ 第 4部第 16章から（ここでゲーテはスピノザのような人々が「永遠なもの、必然的な
                                                   
69 『ゲーテ全集 10』、179—180 ページ。 
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70 『ゲーテ全集 10』、219－220ページ。 
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71 『ゲーテ全集 10』、220 ページ。 
72 FA 14, 1248 参照。 
73 『ゲーテ全集 10』、220—221 ページ。 
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74 『ゲーテ全集 10』、221 ページ。 
75 『ゲーテ全集 10』、221 ページ。 
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76 『ゲーテ全集 10』、222 ページ。 
77 フランチェスコ・ペトラルカ（Francesco Petrarca, 1304-1374） 
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78 『ゲーテ全集 10』、222－223ページ。 
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79 『ゲーテ全集 10』、218 ページ。 
80 『ゲーテ全集 10』、218 ページ。 
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1 『ゲーテ全集 10』、179 ページ。 
2 『ゲーテ全集 10』、179 ページ。 
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3 „Gestern Abend war ich nur wider Willen fleisig und las noch zuletzt in unserm Heiligen und 
dachte an dich.“ (FA 29, 568. 筆者訳)  
4 „Daß ich den Spinoza wenn ich ihn lese mir nur aus sich selbst erklären kann, und daß ich, ohne 
seine Vorstellungsart von Natur selbst zu haben, doch wenn die Rede wäre ein Buch anzugeben, das 
unter allen die ich kenne, am meisten mit der meinigen übereinkommt, die Ethik nennen 
müsste.“ (FA 29, 603. 筆者訳)  
5 『ゲーテ全集 10』、178—179ページ。 
第 2 部 ゲーテの「生命哲学」の根底にあるスピノザ哲学 




























                                                   
6 『ゲーテ全集 10』、218 ページ。 
7 G-Hb 1, 82参照。 
8 „Du erkennst die höchste Realität an, welche der Grund des ganzen Spinozismus ist, worauf alles 
übrige ruht, woraus alles übrige fliest. Er beweist nicht das Daseyn Gottes, das Daseyn ist Gott. Und 
wenn ihn andre deshalb Atheum schelten, so mögte ich ihn theissimum ia christianissimum nennen 
und preisen.“ (FA 29, 582-583. 筆者訳)  
9 Bollacher (1969: 76) 筆者訳。 
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10 『ゲーテ全集 10』、179 ページ。 
11 スピノザ（2006）『エチカ（下）』、116ページ。 
12 スピノザ（2006）『エチカ（下）』、179 ページ。 
13 Timm (1974 : 314) 筆者訳。 
14 『ゲーテ全集 10』、179 ページ。 
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3.1 「無限なもの」・「永遠」とゲーテの神理解   
 
ゲーテによるとスピノザは神の存在を証明するのではなく、スピノザにとっては存在が
神なのである（1785年 6 月 9日、ヤコービ宛）17。ゲーテは「スピノザ研究」でもこの思想
について論じている。 
 
                                                   
15 „Und daß ich gleich den Spinoza aufgeschlagen und von der Proposition: qui Deum amat, conari 
non potest, ut Deus ipsum contra amet, einige Blätter mit der grösten Erbauung zum Abendsegen 
studirt habe. Aus allem diesem folget daß ich euch das Testament Johannis aber und abermal 
empfehle, dessen Innhalt Mosen und die Propheten, Evangelisten und Apostel begreift. Kindlein 
liebt euch. und so auch mich.“ (FA 29, 625. 筆者訳)  
16 FA 29, 1127 参照。 
17 FA 29, 582-583 参照。 
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 「無限なもの」と関係しているが、『エチカ』の第 5部第 23定理では「人間精神」につ
いて次のように述べている。 
                                                   
18 Der Begriff vom Dasein und der Vollkommenheit ist ein und 
Eben derselbe, wenn wir diesen Begriff so weit verfolgen als  
es uns möglich ist so sagen wir daß wir uns das Unendliche  
denken. 
Das Unendliche aber oder die vollständige Existenz kann  
von uns nicht gedacht werden. (. . .)  
Man kann nicht sagen daß das Unendliche Teile habe.  
Alle beschränkte Existenzen sind im Unendlichen sind  
aber keine Teile des Unendlichen sie nehmen vielmehr Teil an  
der Unendlichkeit. (. . .)  
Jedes existierende Ding hat also sein Dasein in sich, und so  
auch die Übereinstimmung, nach der es existiert. (FA 25, 14. 筆者訳)   
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19 『世界の大思想 9』「スピノザ」1966、249ページ。 
20 『世界の大思想 9』「スピノザ」1966、250ページ。 
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21 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、318－319 ページ。 
22 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、216 ページ。 
23 『ゲーテ全集 10』、220 ページ。 
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関係しているかどうかについては本論文の第 3部と第 4部で明らかにしたい。 
                                                   
24 『ゲーテ全集 10』、221 ページ。 
25 GT 5,1 87-8参照。 
26 スピノザ（2006）『エチカ（下）』、59ページ。 
27 スピノザ（2006）『エチカ（下）』、60ページ。 
28 FA 34, 683ff参照。 
第 2 部 ゲーテの「生命哲学」の根底にあるスピノザ哲学 




第 2節 ゲーテのスピノザに対する直接及び間接的表現（「生命哲学」の第 3定義） 
  
資料についてまとめよう。ゲーテのスピノザに対する考えの多くは『詩と真実』の記












トイスと『ファウスト 1/2』(Faust I/II, 1808/1832)のファウストと、『若きヴェルターの悩み』










                                                   
29 『ゲーテ全集 6』、44 ページ。 
30 Dilthey (1970: 126) 参照。 
31 『ゲーテ全集 13』、89－91ページ。 
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32 Simm (2000: 11) 筆者訳。 
33 Simm (2000: 9) 筆者訳。 
34 『ゲーテ全集 9』、196 ページ。 
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の中に人々を結合する力があることを見出している。さらにゲーテは 1815 年 4 月 27 日の
















                                                   
35 „Wenn sich über mannichfaltige Vorkommenheiten der Zeit die Menschen entzweien, so 
vereinigt Religion und Poesie auf ihrem ernsten tiefem Grunde die sämmtliche Welt.“ (FA 20, 423. 
筆者訳)   
36 „Poesie habe doch immer etwas Versöhnendes, wenn sie uns mehr zum Überschauen, als zu 
einer besondern Theilnahme auffordert.“ (FA 34, 430. 筆者訳) 
37 ゲーテ（1958）『ファウスト 1』、34ページ。 
38 「文学」を「詩」に入れ替えた。 
39 「不可測な」を「不可説な」に入れ替えた。 
40 『ゲーテ全集 9』、196 ページ。 
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念がスピノザ哲学と関係しているかどうかについては、本論文の第 3 部・第 4 部で改めて
検討することにしたい）。 
スピノザ哲学の影響はゲーテの生き方と執筆活動の中で読み取ることができ（生命哲学































の第 2 定義に相当する。 





                                                   
1 FA 34, 683ff参照。 






















































                                                   


























ブスト（Helmut Obst）の『輪廻』（Reinkarnation – Weltgeschichte einer Idee, 2009）1という著
作の中で、輪廻の世界史が紹介されているが、ヨーロッパの哲学史の部の中で、ゲーテの輪
廻についての考察が簡単に述べられている。簡単ではあるが、この内容をまとめる。ヘルダ




までこのテーマに取り組んでいた。それに対して、フリードリヒ・シラ （ーFriedrich Schiller, 
1759-1805）と比較すると、シラーはこのテーマに取り組んだのは一時的であった。1815年





（Johannes Daniel Falk, 1768-1826）との輪廻についての対話に言及し、この対話はゲーテの
来世についての考え方を一番詳しく示しているという。この対話の中で人間の霊魂は、人間
としてだけではなく、世界として、星として生まれ変わることができる、ということについ
                                                   
1 Obst, Helmut: Reinkarnation - Weltgeschichte einer Idee, 2009.  


























モルフォーゼ（変身）』（Entelechie, Monade und Metamorphose, 2002）という本の中で、ファ
ルク対話が現在の研究状況において一般的に参考にされているが、これまでまだ広い文脈
で解釈されていなかった。しかしここには、不死というテーマに関してのゲーテの重要な発
                                                   




4 Colombo, Gloria (2013): Goethe und die Seelenwanderung, S. 39-41参照。 
5 Colombo (2013: 47) 筆者訳。 
6 Bollacher (1969)と Timm (1974)と Simm(2000)参照。 










                                                   
7 Hilgers (2002: 211) 参照。 
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 第 1 節では若きゲーテが研究した輪廻思想を確認し、第 2 節ではゲーテの輪廻について
の最初の対話と詩などを紹介する。第 3 節では 60 代のゲーテの輪廻概念についてファルク
との対話を中心に論じる。ドイツの文学者であるヨハネス・ダニエル・ファルク（Johannes 
Daniel Falk, 1768-1826）とゲーテが最も親しく交流した時期は、1806 年—1813 年の間であっ
た1。ゲーテが亡くなった直後にファルクの著作『親しい交際から語るゲーテ』（Goethe aus 
näherm persönlichen Umgange dargestellt, 1832）が出版された。ヴィルヘルム・フォン・フン
ボルト（Wilhelm von Humboldt, 1767-1835）とハインリヒ・ハイネ（Heinrich Heine, 1797-1856）
はこの著作を賞賛したが、フリードリヒ・ヴィルヘルム・リーマ （ーFriedrich Wilhelm Riemer, 
1774-1845）は批判した2。  
 第 4 節ではゲーテが用いた言葉と哲学用語、「精神 Geist」、「エンテレヒー  Entelechie」、






ゲーテはすでに若い時に輪廻の思想と出会い、探求するようになった。1768 年 7 月に、
ライプツィヒで学生だった頃、ゲーテは結核にかかり、回復のために 8 月 28 日にライプツ
ィヒを出て、9 月 1 日にフランクフルトに戻った。同じ年の 12 月 7 日にゲーテは危篤に陥
                                                   
1 G-Hb 4, 289 参照。 
2 G-Hb 4, 290 参照。 
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フリードリッヒ・クリストフ・エティンゲルス（Friedrich Christoph Oetingers, 1702-1783）の
著作も読み、ライプニッツのモナド論に注目している10。ゲーテは、自身の霊魂不滅11と輪
                                                   
3 『ゲーテ全集 9』、293 ページ。 
4 Goethe Werke. Bd. 5, 2007, S. 772 参照。 
5 『ゲーテ全集 9』、281 ページ。 
6 プロティノス（Plotin, 205-270）の『エンネアデス』（Enneaden）、ポルピュリオス
（Porphyrios, 233-301/305）の『妖精の洞窟』（De antro Nympharum）、プルタルコス
（Plutarch, 45-125）の『モラリア』（Moralia）という新プラトン主義の作品を指す。
(Colombo (2013: 40)参照) 
7 ジョルダーノ・ブルーノ（Giordano Bruno, 1548-1600）などの伝統的でヘルメス主義の
作品を指す。(Colombo (2013: 40)参照) 
8 『ルリアのカバラ』（lurianische Kabbala）を指す。(Colombo (2013: 41)参照) 
9 『ゲーテ全集 9』、311 ページ。 
10 Hilgers (2002: 205) 参照。 
11 Hilgers (2002: 205) 参照。 
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『エフェメリーデス（1770 年 1 月－3 月）』の読書メモによれば、ゲーテはプラトンの『パ
イドン』（Phädon, 1769, Johann Bernhard Köhler の翻訳）とメンデルスゾーンの『パイドン、
あるいは魂の不死について（に関する三つの対話）』(Phädon oder Über die Unsterblichkeit der 
Seele, in drey Gesprächen, 1767)16を読んで、比較したことがわかる。この読書メモは、ゲーテ
の輪廻思想について初期の学習の証拠である。ゲーテは、プラトンの「イデア論」の「アナ










                                                   
12 Im Gespräch mit Falk über die Seelenwanderung (FA 34, 169 ff.) 
13 『ゲーテ全集 9』、313 ページ。 
14 Goethe Werke. Bd. 5, 2007, S. 772. 
15 現在のあり方以前のあり方のこと。 
16 FA 28, 737 参照。 
17 プラトンの『パイドン』のこと。 
18 „Biss hierher hat Platons Sokrates erwiesen es sey alles Erinnerungen was wir in unserm Leben 
dencken. Und weil wir einen Begriff vom Gleichen hätten, das doch vor unsrer Geburt müsse da 
gewesen seyn, so müsse unsre Seele auch vor unsrer Geburt da gewesen seyn. 
Das Unsichtbaare Geistische ist nicht zusamengesetzt unsre Seele auch nicht kann also nicht 
getrennt werden und bleibt also nach dem Todte.“ (FA 28, 201. 筆者訳) 
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第 2 節 輪廻についての最初の対話と詩など 
 
輪廻の思想を研究した後に、輪廻に関することが対話の中で始めて登場するのは、1772 年










                                                   
19 『カラー図解 哲学事典』、2010。dtv-Atlas Philosophie (2010: 33-34) 参照。 
20 Trevelyan (1981: 63ff.) 参照。 
21 „Abends kam Dr. Goethe nach dem Deutschen Hause. Er, Lottchen und ich hatten ein 
merkwürdiges Gespräch von dem Zustande nach diesem Leben, vom Weggehen und Wiederkommen 
etc. welches nicht er, sondern Lottchen anfing. Wir machten miteinander aus, wer zuerst von uns 
stürbe, sollte, wenn er könnte, den Lebenden Nachricht von dem Zustande geben. Goethe wurde 
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ゲーテはさらに他の人間関係を通して輪廻について考察するようになる。彼が 1775 年 11
月にシャルロッテ・フォン・シュタイン22（Charlotte von Stein, 1742-1827）と知り合い、親


















                                                   
ganz niedergeschlagen; denn er wußte, daß er am andern Morgen weggehen wollte.“（Goethes 
Gespräche. 1889, S. 24-26. 筆者訳） 
22 ワイマール公国のフォン・シュタイン男爵の夫人。以下シュタイン夫人と呼ぶ。 
23 FA 29, 730-31. 
24 Goethe: Gedichte. 1974, S. 520 参照。 
25 Sag was will das Schicksal uns bereiten? 
Sag wie band es uns so rein genau? 
Ach du warst in abgelebten Zeiten 
Meine Schwester oder meine Frau.（省略） 
Und von allem dem schwebt ein Erinnern 
Nur noch um das ungewisse Herz 
Fühlt die alte Wahrheit ewig gleich im Innern, 
Und der neue Zustand wird ihm Schmerz. 
Und wir scheinen uns nur halb beseelet 
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ゲーテはさらに 1779 年の 10 月にシュタイン夫人に詩を送る。この詩のタイトルは「水
の上の霊らの歌(Gesang der Geister über den Wassern)」であり、内容は人間の魂を水の循環と
比べて、魂の輪廻観が示されたものである。  
この自由韻律（freie Rhythmen）の詩の背景は次のようなものである。ゲーテが同年スイ




                                                   
Dämmernd ist um uns der hellste Tag. 
Glücklich daß das Schicksal das uns quälet 
Uns doch nicht verändern mag.（FA 1, 229-231. 筆者訳） 
26 Goethe an Wieland (Fragment) April 1776 (?) 
Ich kann mir die Bedeutsamkeit – die Macht, die diese Frau über mich hat, anders nicht erklären als 
durch die Seelenwanderung. – Ja, wir waren einst Mann und Weib! – Nun wissen wir von uns – 
unverhüllt, in Geisterduft. – Ich habe keine Namen für uns – die Vergangenheit – die Zukunft – das 
All. (FA 29, 33. 筆者訳) 
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27 G-Hb 1, 195 参照。 
28 『ゲーテ全集 1』、212－213 ページ。 
29 „Die schönste Metempsychose ist die, wenn wir uns im andern wieder auftreten 
sehen.“ (Goethe, Johann Wolfgang: Werke. Maximen und Reflexionen. Bd. 7, 1953, S. 543. 筆者訳) 
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 この序曲のゲーテの「動きまわっている魂」という言葉は、ゲーテが 1770 年に研究した




第 3 節 60 代のゲーテの「輪廻」概念（ファルク対話・モナド・霊魂不滅） 
 
 次にあげるものは、ゲーテの友人の死を通しての、さらなる輪廻に関する対話である。ゲ
ーテとヨハンネス・ダニエル・ファルク（Johannes Daniel Falk, 1768-1826）との対話が 1813
年 1 月 25 日に、ヴィーラントの葬儀の日に行われた。ファルクは、ゲーテがヴィーラント






                                                   
30 Merkur: Und haben Sie von Seelenwanderung nicht gehört? 
Mutter: Ach, ich weiß nicht ob meine Seele oder mein Körper auf der Wanderschaft ist. 
Merkur: Wir eben alle sind dergleichen wandernde, 
 Bewegliche Seelen, die, gelegentlich, 
 Aus einem Körper in den andern übergehn.   
(Was wir bringen. Vorspiel, bey Eröffnung des neuen Schauspielhauses zu Lauchstädt. 
Von Göthe. Tübingen, In der J. G. Cotta'schenn Buchhandlung. 1802, S. 64. 筆者訳) 
31 FA 28, 737. 
32 『哲学・思想翻訳語事典』2013、180 ページ参照。 
33 FA 34, 682 参照。 
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る。この対話の最初のところに、ゲーテは「自然における全現象の出発点 Anfangspunkte aller 















                                                   
34 Riemer (1921: 40) 参照。 
35 Riemer (1921: 40) 参照。 
36 GT 5,1, 13. 
37 Hilgers (2002: 211) 参照。 
38 「モナド」については本論文の第 3 部第 2 章で詳しく述べる。130 ページ以降参照。 
39 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、337－338 ページ参照。 
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40 筆者はこの対話で使われる「モナーデ」という言葉を「モナド」に書き換えた。 
41 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、207－208 ページ。  
„Was nun die persönliche Fortdauer unserer Seele nach dem Tode betrifft, so ist es damit auf meinem 
Wege also beschaffen. Sie steht keineswegs mit den vieljährigen Beobachtungen, die ich über die 
Beschaffenheit unserer und aller Wesen in der Natur angestellt, im Widerspruch; im Gegenteil, sie 
geht sogar aus denselben mit neuer Beweiskraft hervor. (. . .) Vorläufig will ich nur dieses zuerst 
bemerken: ich nehme verschiedene Klassen und Rangordnungen der letzten Urbestandteile aller 
Wesen an, gleichsam der Anfangspunkte aller Erscheinungen in der Natur, die ich Seelen nennen 
möchte, weil von ihnen die Beseelung des Ganzen ausgeht, oder noch lieber Monaden – lassen Sie 
uns immer diesen Leibnizischen Ausdruck beibehalten!  
(...) Es folgt hieraus, daß es Weltmonaden, Weltseelen, wie Ameisenmonaden, Ameisenseelen gibt, 
und daß beide in ihrem Ursprunge, wo nicht völlig eins, doch im Urwesen verwandt sind.“ 
 „Jede Sonne, jeder Planet trägt in sich eine höhere Intention, einen höhern Auftrag, vermöge dessen 
seine Entwickelungen ebenso regelmäßig und nach demselben Gesetze, wie die Entwickelungen 
eines Rosenstockes durch Blatt, Stiel und Krone, zustande kommen müssen. Mögen Sie dies eine 
Idee oder eine Monade nennen, wie Sie wollen, ich habe auch nichts dawider; genug, daß diese 
Intention unsichtbar und früher, als die sichtbare Entwickelung aus ihr in der Natur, vorhanden ist. 
(FA 34, 171-172) 
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42 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、208－209 ページ。  
“Der Moment des Todes, der darum auch sehr gut eine Auflösung heißt, ist eben der, wo die 
regierende Hauptmonas all ihre bisherigen Untergebenen ihres treuen Dienstes entläßt. Wie das 
Entstehen, so betrachte ich auch das Vergehen als einen selbständigen Akt dieser, nach ihrem 
eigentlichen Wesen uns völlig unbekannten Hauptmonas.“ 
 „Alle Monaden aber sind von Natur so unverwüstlich, daß sie ihre Tätigkeit im Moment der 
Auflösung selbst nicht einstellen oder verlieren, sondern noch in demselben Augenblicke wieder 
fortsetzen. So scheiden sie nur aus den alten Verhältnissen, um auf der Stelle wieder neue 
einzugehen. Bei diesem Wechsel kommt alles darauf an, wie mächtig die Intention sei, die in dieser 
oder jener Monas enthalten ist. Die Monas einer gebildeten Menschenseele und die eines Bibers, 
eines Vogels, oder eines Fisches, das macht einen gewaltigen Unterschied. Und da stehen wir wieder 
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an den Rangordnungen der Seelen, die wir gezwungen sind anzunehmen, sobald wir uns die 
Erscheinungen der Natur nur einigermaßen erklären wollen.“ (FA 34, 172-173) 
43 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、209 ページ。  
„Da haben wir völlig die Geschichte von unsern Monaden nach ihrem irdischen Ableben. Jede 
Monade geht, wo sie hingehört, ins Wasser, in die Luft, in die Erde, ins Feuer, in die Sterne; ja der 
geheime Zug, der sie dahin führt, enthält zugleich das Geheimnis ihrer zukünftigen 
Bestimmung.“ (FA 34, 175-176) 
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44 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、210－211 ページ。 
„Wollen wir uns einmal auf Vermutungen einlassen“, setzte Goethe hierauf seine Betrachtungen 
weiter fort, „So sehe ich wirklich nicht ab, was die Monade, welcher wir Wielands Erscheinung auf 
unsern Planeten verdanken, abhalten sollte, in ihrem neuen Zustande die höchsten Verbindungen 
dieses Weltalls einzugehen. Durch ihren Fleiß, durch ihren Eifer, durch ihren Geist, womit sie so 
viele weltgeschichtliche Zustände in sich aufnahm, ist sie zu allem berechtigt. Ich würde mich so 
wenig wundern, daß ich es sogar meinen Ansichten völlig gemäß finden müßte, wenn ich einst 
diesem Wieland als einer Weltmonade, als einem Stern erster Größe, nach Jahrtausenden wieder 
begegnete und sähe und Zeuge davon wäre, wie er mit seinem lieblichen Lichte alles, was ihm 
irgend nahe käme, erquickte und aufheiterte. Wahrlich, das nebelartige Wesen irgend eines Kometen 
in Licht und Klarheit zu verfassen, das wäre wohl für die Monas unsers Wielands eine erfreuliche 
Aufgabe zu nennen; wie denn überhaupt, sobald man die Ewigkeit dieses Weltzustandes denkt, sich 
für Monaden durchaus keine andere Bestimmung annehmen läßt, also daß sie ewig auch ihrerseits an 
den Freuden der Götter als selig mitschaffende Kräfte teilnehmen. Das Werden der Schöpfung ist 
ihnen anvertraut. Gerufen oder ungerufen, sie kommen von selbst auf allen Wegen, von allen 
Bergen, aus allen Meeren, von allen Sternen; wer mag sie aufhalten? Ich bin gewiß, wie Sie mich 
hier sehen, schon tausendmal dagewesen und hoffe wohl noch tausendmal wiederzukommen.“ (FA 
34, 175-176) 
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を補い合うと明言している。不滅の証明についてゲーテは、1822 年 5 月 15 日に政治家であ
るフリードリヒ・フォン・ミューラー（Friedrich von Müller, 1779-1849）との対話の中で次の
                                                   
45 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、212－213 ページ。  
„Beweisen wir nicht, was durchaus nicht zu beweisen ist! Wir werden sonst früh oder spät in unserm 
sogenannten Wissenswerk unsere eigne Mangelhaftigkeit bei der Nachwelt zur Schau tragen. Wo das 
Wissen genügt, bedürfen wir freilich des Glaubens nicht; wo aber das Wissen seine Kraft nicht 
bewährt oder ungenügend erscheint, sollen wir auch dem Glauben seine Rechte nicht streitig 
machen. Sobald man nur von dem Grundsatz ausgeht, daß Wissen und Glauben nicht dazu da sind, 
um einander aufzuheben, sondern um einander zu ergänzen, so wird schon überall das Rechte 
ausgemittelt werden.“（FA 34, 177-178） 
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1824 年 5 月 2 日に、75 歳のゲーテはエッカーマンと精神の永遠性について論じている。








「エンテレヒー Entelechie」や「モナド Monade」や「エンテレヒー的モナド entelechische 
Monade」という言葉は、ゲーテが霊魂不滅と生命の永遠性について論じる時によく使われ
ている言葉である。「エンテレヒ （ーεντελέχεια：エネルゲイア、Entelechie：エン
                                                   
46 „Den Beweis der Unsterblichkeit muss jeder in sich selbst tragen, außerdem kann er nicht 
gegeben werden.“ „Wohl ist alles in der Natur Wechsel, aber hinter dem Wechselnden ruht ein 
Ewiges.“ (FA 36, 252. 筆者訳) 
47 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、144－145 ページ。 
48 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、145 ページ参照。 
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 この手紙の背景には、ツェルターがゲーテに 3 月 11 日にツェルターのただ一人残った息
子ゲオルクの死のことを報告した。「このたびの不幸」は 1812 年にツェルターの継子カー






                                                   
49 ゲーテ自身はドイツ語の発音「エンテレヒー」を使っているので、本論文でも「エン
テレヒー」を用いる。 
50 G-Hb 4, 264 参照。 
51 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、332 ページ参照。 
52 筆者が「完成にむかって努力する」を「エンテレヒー的」に書き換えた。 
53 筆者が「エンテレヒー的」を書き加えた。 
54 ゲーテ（1981）『ゲーテ全集 15』、231－232 ページ。  
„Die entelechische Monade muß sich nur in rastloser Tätigkeit erhalten; wird ihr diese zur andern 
Natur, so kann es ihr in Ewigkeit nicht an Beschäftigung fehlen.“ (FA 37, 454-455) 
55 FA 37, 1028 参照。 
56 ゲーテ（1958）『ファウスト 2』、485 ページ。 
57 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、332－333 ページ参照。 
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と「モナドのもっている意想がどれだけ強いか」（wie mächtig die Intention）についても論じ
ている。上の 1828 年 3 月 11 日のエッカーマンとの対話の中で、ゲーテは霊魂について論じ
るために「エンテレヒー」という言葉を使っている。そこで、同じく「力強い」という形容
詞を使い、「エンテレヒーが強力なもの」（mächtiger Art）と「エンテレヒーがどんなに強力
                                                   
58 ゲーテ（1958）『ファウスト 2』、540 ページ参照。 
59 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（下）』、203－204 ページ。 
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60 Georg Wilhelm Friedrich Hegel (1770-1831) 
61 Johann Gottlieb Fichte (1762-1814) 
62 Immanuel Kant (1724-1804) 
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時期を確認し、第 2 節では、ゲーテの輪廻についての最初の対話と詩などを確認し、第 3 節
では、60 代のゲーテの輪廻概念について論じ、ゲーテのモナドと霊魂不滅についての考え
                                                   
63 原著の große が訳されていなかったので、筆者は「偉大な」という言葉を書き加えた。 
64 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、136－137 ページ。 
65 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、174－175 ページ。 
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『ファウスト』第 2 部第 5 幕最後の場の天使たちの次の言葉「絶えず努め励むものをわ
れらは救うことができる66」という思想もこれに繋がる。ゲーテは宇宙の生活内容を、根源
的素質の独自な発揮において、活動的な個体において求め、それをライプニッツの「モナド」、
                                                   
66 ゲーテ（1958）『ファウスト 2』、485 ページ。 
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67 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、332－333 ページ参照。 
68 ゲーテ（1958）『ファウスト 2』、540 ページ参照。 
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「エンテレヒー  Entelechie」・「霊魂  Seele」・「中核  Kern」・「エンテレヒー的モナド  
entelechische Monade」・「太陽 Sonne」・「精神 Geist」について論じていきたい。 
 
第 1節 ゲーテのオルフェウス教についての記述・発言 
 
ゲーテは彼の人生において主として二つの時期にオルフェウス教を探求したが、その第 2
期の方が集中的で、実りがあった。第 1期は 1774/75 年であり、第 2期は「始原の言葉・オ
                                                   
1 Simm (2000: 12) 参照。 
2 Colombo (2013: 39-41) 参照。 
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ルフェウスの教え（Urworte Orphisch)」を執筆した 1817 年であった。ヘルダーの紹介で、ゲ
ーテは若い時にオルフェウス賛歌の影響を受けた3。1774年 6月 8日にゲーテはオルフェウ
ス教の教祖であるオルフェウス（Ὀρφεύς, Orpheus）が出てくるヘルダーの作品『人類最古の








さらに 1775 年 4 月 1 日のヘルダー宛の手紙の中でゲーテは、クリストフ・マイネルス
（Christoph Meiners, 1747-1810）の書籍『最古の民族、特にエジプト人の宗教史についての









 当時の古典学におけるギリシャ神話と文学についての議論を通して、ゲーテは 1817 年に
あらためて古代ギリシャ神話とオルフェウス教の文学を探求することになった。まずは『ホ
                                                   
3 Trevelyan (1981: 62 ff., 113ff.) 参照。 
4 „Er ist in die Tiefen seiner Empfindungen hinabgestiegen, hat drinne all die hohe heilige Krafft 
der simpeln Natur aufgewühlt und führt sie nun in dämmerndem, wetterleuchtendem hier und da 
morgendfreundlichlächelndem, Orphischem Gesang von Aufgang herauf über die Weite Welt, 
nachdem er vorher die Lasterbrut der neuern Geister, De – und Atheisten, Philologen, 
Textverbesserer, Orientalisten, mit Feuer und Schwefel und Fluthsturm ausgetilget.“（In einem 
Brief an Gottlob Friedrich Ernst Schönborn, in: FA 1, 375-376筆者訳） 
5 FA 1, 444 & 947参照。 
6 『ゲーテ全集 9』、196 ページ。 
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メーロスとヘーシオドスについての手紙、特に神統記について』（Briefe über Homer und 
Hesiodus, vorzüglich über die Theogonie, Heidelberg 1818）という作品を読んだが、その中では
ゴットフリード・ヘルマン（Gottfried Hermann, 1772-1848）とフリードリッヒ・クロイツェ
ル（Friedrich Creuzer, 1771-1858）が最古のギリシャ神話について意見を交換している。ゲー
テは次にフリードリッヒ・ゴットリーブ・ウェルケル（Friedrich Gottlieb Welcker, 1784-1868）
によって出版され、解釈されたゲオルグ・ゾエガ（Georg Zoega, 1755-1809）の『論文集』
（Abhandlungen, 1817)を読んだ7。この読書によってゲーテは 1817 年 10 月 8 日に 5 つの詩
句からなる「始原の言葉・オルフェウスの教え」を記した。 
その後、1820年に「始原の言葉・オルフェウスの教え」が『形態学誌 I 2』（Zur Morphologie 
I 2, 1820）という冊子の中で掲載された。同じ年の 5 月 2 日から 6月 22 日までの間に彼は
自己のコメントを付した8。「始原の言葉・オルフェウスの教え」が「人間のメタモルフォー














Individualität, Charakter)」と「テュケー（偶然）、Tyche (das Zufällige, Zufälliges)」と「エロー
                                                   
7 FA 20, 1350-51. 
8 FA 20, 1349-50参照。 
9 Kloft (2001: 89) 参照。 
10 G-Hb 1, 354-355参照。 
11 G-Hb 1, 355参照。 
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12 FA 20, 1353 & G-Hb 1, 356. 参照。 
13 Wilpert (1998: 1102) 参照。 
14 „dem unbezähmten Erkühnen des menschlichen Geistes, das wir mit einem andern Ausdruck 
Hoffnung nennen“ Zoega (1817: 40) 筆者訳。 
15 G-Hb 1, 362参照。  
16 Dietze (1977: 11-37) 参照。 
17 FA 20, 1351-52参照。 
18 „So sind dies Modificationen von einem alten Aegyptischen Priesterdogma der 
Seelenwanderung. Nachdem dieses Dogma von den Griechischen Vorstehern der Saatfeste und 
Mysterien für sittlich heilsam erkannt und als Glaubensartikel aufgenommen worden war, so ward es 
auch zu keiner Zeit vernachläßigt, sondern immer und immer seinem wesentlichen Gehalt nach in 
Bildern (wie die altgriechischen Vasen zeigen) in Lehren, Gebräuchen und Liedern lebendig 
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erhalten.“ (Hermann und Creuzer (1818: 108)筆者訳) 
19 Obst (2009: 41ff.) 
20 Obst (2009: 41ff.) 参照。 
21 “Porphyrius erzählt, dass wer in die Leontica eingeweiht wurde, sich mit mancherlei 
Thierfiguren umgab, was man insgemein für Anspielung auf die Thiere der Ekliptik hielt, was aber 
nach ihm die Schicksale der menschlichen Seele in den Seelenwanderungen bedeutete. Diese letzte 
Erklärung ist ohne Zweifel ein neuplatonischer, den alten Magiern unbekannter Einfall.” (Zoega 
(1817: 137-38)筆者訳) 
22 von Keundel (1931: Nr. 454) 
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23 Obst (2009: 41ff.) 参照。 
24 Menze (1980: 42-43) 参照。 
25 Colombo (2013: 39-41) 参照。 
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1800 年にゲーテはシェリング（Friedrich Wilhelm Joseph Schelling, 1775-1854）の『超越論的
観念論の体系』(System des transcendentalen Idealismus, 1800)の中に、ライプニッツの哲学に
関してのいくつかのヒントを見つけた28。 
 ゲーテは 1817 年に、ファルクとの対話の後、日記の中でライプニッツの名前を何度か
取り上げている。日記の中では、1817年 4月 15 日の「プロトガイア（„Leibnitzens 
Protogaea“）29」、1817年 7月 28日の「ライプニッツ書簡集(„Leibnitzische 









ニッツ（Gottfried Wilhelm Leibniz, 1646-1716）の用語を使用していることは確実である。1813
年 1 月 25日にヴィーラントの葬儀の日にゲーテはファルクと対話したが、その中で「霊魂 
                                                   
26 Menze (1980: 43) 参照。 
27 Hilgers (2002: 205) 参照。 
28 Colombo (2013: 44) 参照。 
29 GT 6,1, S. 56. 
30 GT 6,1, S. 99. 
31 GT 6,1, S. 102. 
32 Mayer (2003: 120) 参照。 
33 Hilgers (2002: 205) 参照。 
34 Im Gespräch mit Falk über die Seelenwanderung (FA 34, 169 ff.) 
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ーテは『詩と真実』の中で「魔神的なもの Dämonische」43について次のように述べている。    
                                                   
35 FA 34, 171. 
36 筆者はこの対話で使われる「モナーデ」という言葉を「モナド」に書き換えた。 
37 FA 34, 171. 
38 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、207ページ。 
39 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、211ページ。 
40 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、207ページ。 
41 FA 34, 175. 
42 FA 34, 175. 
43 FA 14, 841. 
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44 『ゲーテ全集 10』、314 ページ。  
45 『ゲーテ全集 13』、67 ページ。  
Wie an dem Tag der Dich der Welt verliehen 
Die Sonne stand zum Gruße der Planeten, 
Bist alsobald und fort und fort gediehen 
Nach dem Gesetz wonach Du angetreten. 
So mußt Du seyn, Dir kannst Du nicht entfliehen,  
So sagten schon Sybillen, so Propheten,  
Und keine Zeit und keine Macht zerstückelt 
Geprägte Form die lebend sich entwickelt.（FA 20, 492） 
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46 『ゲーテ全集 13』、68 ページ。 
47 『ゲーテ全集 13』、67 ページ。 
48 『ゲーテ全集 13』、67－68ページ。 
49 Kloft (2001: 89) 参照。 
50 Zoega (1817: 39-40) 参照。 
51 FA 39, 1231 参照。 
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 例えば、1818年 7月 16 日のドイツの建築家でゲーテの友人でもあるスルピッツ・ボワス
レ （ーSulpiz Boisserée, 1783-1854）宛の手紙の中で、ゲーテは「私のオルフィカ meine Orphika」 
                                                   
52 „Darüber hinaus steuert der Dämon im Sinne eines Wirkungsprinzips das auf Vervollkommnung 
hin orientierte Streben eines jeden Individuums. In dieser Hinsicht steht der Dämon-Begriff dem der 
Entelechie nahe.“ Hilgers (2002: 199)筆者訳。 
53 Nicholls (2006: 241-242) 参照。 
54 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、174—175 ページ。 
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第 4節 「エンテレヒー的モナド」・「太陽」・「精神」 
 
















                                                   
55 FA 35, 214. 
56 FA 35, 592-93. 
57 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、145 ページ。  
ゲーテ自身は、ここで引用している「ある古代人の言葉」を、ロシアの学者でペテルブルク
科学アカデミー総裁のウヴァーロフのギリシャ詩人ノンノスについての論文から知ってい
た 。（参照 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』366ページ）この言葉は 5世紀
のギリシャの詩人でパノポリス（エジプト）生まれのノンノスからの引用だと思われたが、
後ほどの研究で明らかになったのは、このウヴァーロフの論文の引用文はサルデスの詩人
ストラトンからの言葉であった。（参照 FA 39, 1116） 
58 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、145 ページ。 
59 FA 39, 115. 
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ゲーテは「上天に戻る in den Äther zurückkehren64」という表現で死のことを叙述し、来世
の新しい「活動 Tätigkeit65」を希望している。さらに「追憶 Erinnerung66」という表現は、
                                                   
60 Zoega (1817: 39-40) 参照。 
61 筆者が「完成にむかって努力する」を「エンテレヒー的」に書き換えた。 
62 筆者が「エンテレヒー的」を書き加えた。 
63 『ゲーテ全集 15』、231－232 ページ。 
64 FA 37, 454-55. 
65 FA 37, 454-55. 
66 FA 37, 454-55. 
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67 FA 1, 737 参照。 
68 『ゲーテ全集 15』、232 ページ。 
69 großeは和訳されていなかったので、筆者は「偉大な」という言葉を書き加えた（FA 
39, 361 参照）。 
70 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、137 ページ。 
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1 ゲーテ（1958）『ファウスト 2』、485ページ。 
2 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、207ページ。 
3 『ゲーテ全集 13』、67 ページ。 





























研究としてブルーノ・ペツォルト（Bruno Petzold, 1873-1949）の『ゲーテと大乗仏教』(Goethe 











                                                   
1 ペツォルト（2000）『比較宗教学への試み・ゲーテと大乗仏教』、203ページ参照。 
2 三井光彌（1935）『佛陀及び佛教』、41ページ参照。 
3 Colombo (2013: 41-42) 
4 Colombo (2013: 41-42) 












シュロッサー(Johann Georg Schlosser, 1739-1799)の『輪廻に関する二つの対話』（Über die 
Seelenwanderung: zwey Gespräche, 1781/82）やヨハン・ゴットフリート・ヘルダー（Johann 
Gottfried Herder, 1744-1803）の『人類歴史哲学考』（Ideen zur Philosophie der Geschichte der 
Menschheit, 1784/1785/1787/1791）からも、仏教の輪廻思想についての知識を得たと考えられ
るゆえに、これについても論述する。 
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さらに 17世紀と 18世紀にドイツで知られている日本についてである2。 
そこで、本章では主にドイツ人医師・エンゲルベルト・ケンペル（Engelbert Kaempfer, 1651-
1716）の日本についての作品がワイマールの文学者、特にゲーテ、ヘルダー、ヨハン・ゲオ
ルク・シュロッサー（Johann Georg Schlosser, 1739-99）に与えた影響から、近世日本がどの
                                                   
1 Kapitza, Peter: Engelbert Kaempfer und die europäische Aufklärung. In: Engelbert Kaempfers 
Geschichte und Beschreibung von Japan. Beiträge und Kommentar. 1980, S. 41-63. 
Kapitza, Peter: Japan in Europa. Texte und Bilddokumente zur europäischen Japankenntnis von Marco 
Polo bis Wilhelm von Humboldt. 1990. 
2  Takahashi, Teruaki: Japan und Deutschland im 17 und 18. Jahrhundert unter besonderer 
Berücksichtigung von Wirkungen des deutschen Japan-Forschers Engelbert Kaempfer. Eine 
historische Skizze. In: Das Europa der Aufklärung und die außereuropäische koloniale Welt. 2006, S. 
208-227. 
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Franz von Siebold, 1796-1866）という三名の医師が日本の文化をヨーロッパに伝えると共に、
ヨハン・アダム・クルムス（Johann Adam Kulmus, 1689-1745）、クリストフ・ウィルヘルム・









『日本誌』はドイツより先にロンドンで英語版（History of Japan, 1727）が出版された。
その後、ドイツのレムゴーでクリスチアン・コンラド・ウィルヘルム・ドーム（Christian Konrad 
Wilhelm von Dohm, 1751-1820）によってドイツ語版（Geschichte und Beschreibung von 
Japan,1777/1779) が出版された。 




                                                   
3 Franz (2005: 32) 
4 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻。 
5 Imai (1980: 113) 参照。 
6 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、37ページ。 
7 Antoni (2002: 236)  
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8 Imai (1980: 96) 
9 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、34－35ページ。 
10 Antoni (2002: 237) 
11 Imai (1980 : 96, 113) 
12 Kapitza (1980 : 41-63) 参照。 
13 „Wir lesen bei Kämpfer, daß der japanische Kaiser sich sehr unterhalten gefunden, als ihm die 
Holländer ihre gewöhnlichen Reverenzen, Begegnungen und täglichen Handlungen 
vorgespielt.“ (FA 18, 316. 筆者訳) 
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（„Vorschlag zur Einführung der deutschen Sprache in Polen, Um eine höhere Kultur der niederen 





















                                                   
14 FA 18, 315-318. 
15 Kimura (2006 : 94) 
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18 『ゲーテ全集 2』、141－142ページ。 
19 FA 3/2, 1195 参照。  
20 Takahashi (2006 : 226) 
21 FA 3/2, 1195. 
第 4 部 ゲーテの「輪廻」概念と「行為の哲学」（東洋思想における） 



























Philosophie der Geschichte der Menschheit, 1784 /1785/1787 /1791）から知ったのだと指摘して
いる27。ゲーテは 1787 年 10 月の 2回目のローマ滞在の時にこの作品をヘルダーから送られ
                                                   
22 FA 18, 93. 
23 Ausstellungskatalog „Sakoku“, Lemgo, 1990, S. 33. In: Kimura (2006 : 93) 
24 『ゲーテ全集 15』、184 ページ。 
25 オステン（2005）「ゲーテと仏教―『それより永遠の空虚のほうが、おれは好きだ』」、162
ページ。 
26 FA 3/2, 1197. 
27 Kimura (2006 : 98) 参照。 
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第 3節 ヘルダーが得た日本と日本仏教の情報 
 
ヘルダーの『人類歴史哲学考』は 4部に分かれている。第 3部第 11章の中でアジアが紹
介されており、構成は第 1節「シナ」（今の中国）、第 2節「コーチ・シナ、トンキン（ベト
ナムの北部にある地域）、ラオス、韓国、東のモンゴル帝国、日本」、第 3 節「チベット」、
第 4 節「ヒンドスタン」（今のインド）と続き、第 5節で「これらの国々の歴史についての
一般的な考察」（Allgemeine Betrachtungen über die Geschichte dieser Staaten）となっている。








                                                   
28 FA 18, 98. 
29 オステン（2005）「ゲーテと仏教―『それより永遠の空虚のほうが、おれは好きだ』」、
161－162ページ。 
30 „Die Japaner waren einst Barbaren (. . .) durch die Nachbarschaft und den Umgang mit jenem 
Volk (das chinesische Volk), von dem sie Schrift und Wissenschaften, Manufakturen und Künste 
lernten, haben sie sich zu einem Staat gebildet, der in manchen Stücken mit Sina wetteifert oder es 
gar übertrifft. (. . .) Die Annalen dieser Nation nennen doch die Zeit, da die Japaner als Barbaren 
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nach Sina kamen und so eigentümlich sich die rauhe Insel gebildet und von Sina weggebildet hat: so 
ist doch in allen Hülfsmitteln ihrer Kultur, ja in der Bearbeitung ihrer Künste selbst der Sinesische 
Ursprung kenntlich.“（Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 6, 1989, S.444-445. 筆者訳） 
31 1990 年 9月 1 日から 11月 4日までにレムゴー・ブラケにあるヴェーセルルネッサンス
博物館ブラケ城で次の展示が行われていた。「鎖国―エンゲルベルト・ケンペルは 1690 年
9月 25 日に閉鎖した日本に入域した」（„Sakoku – Am 25. September 1690 betritt Engelbert 
Kaempfer das verschlossene Japan“）。表記第 65番でヘルダーへの指摘があった。（Kimura 
(2006 : 26, 100) 参照） 
32 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、207 ページ。 
33 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、197－198ページ。 
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るのである。従ってヘルダーが『人類歴史哲学考』の第 3部第 11章第 2 節の中で日本人に
ついて書いた際にケンペルの『日本誌』を使った可能性は極めて高く、当時知られていた知
識と符号する。このことはヨハンネス・グルンドマン（Johannes Grundmann）の『ヘルダー
の「人類歴史哲学考」の中の地理的・民族学的出典と思想』（Die geographischen und 



















                                                   
34 Grundmann (1900: 57) 参照。 
35 ヒンドスタンは現在のインド、セイロンはスリランカ、シャムはタイ、バゴーはミャ
ンマーにある地方、トンキンはベトナムの北部にある地域のことである。 
„So ist doch ein Stückwerk von der Religion des Schaka das Einzige, was diese Völker von Glauben 
und Gottesdienst haben. Aber auch südlich zieht sich diese Religion weit hin; die Namen Sommona-
Kodom, Schaktscha-Tuba, Sangol-Muni, Schigemuni, Buddo, Fo, Schekia sind alle Eins mit Schaka 
und so geht diese heilige Mönchslehre, wenn gleich nicht überall mit der weitläufigen Mythologie 
der Tibetaner, durch Indostan, Ceylon, Siam, Pegu, Tonkin, bis nach Sina, Korea und 
Japan.“（Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 6, 1989, S.446. 筆者訳） 
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シナ人や日本人は（省略）仏（ぶつ Buds）とか釈迦（しゃか Sjaka）とか呼び。37 
 
ヘルダーとケンペルでは釈尊の名前の書き方が異なっているが、ケンペルの Sjaka とヘル















ヘルダーが『日本誌』を使った徴証がもう一つある。それは第 3部第 11章第 5節の中で
日本の宗教と関連しながら阿弥陀（Amida）の名前も取り上げていることである42。 
アントニは、ケンペルの仏教の叙述は混乱しているとし、その原因として、神道と仏教を
                                                   
36 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、410 ページ。 
37 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、410 ページ。 
38 Kaempfer (1777 : 296, 297, 300, 303)  
39 念者は Betrachter の日本語訳である。つまりものを観察する人という意味をもつ。 
40 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、411ページ。 
41 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、411ページ。 
42 Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 6, 1989, S.461 参照。ケンペルも『日本誌』の第 3巻
第 6 章の中で阿弥陀を何回も取り上げている。 
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念に賛成していなかったが、本論文の第 3 部第 1 章で論じたようにゲーテは輪廻を信じて
おり、若い頃から最晩年まで、輪廻と霊魂不滅に対する考えを変わらず持っていたのである。 
                                                   
43 Antoni (2002: 233) 
44 Cyranka (2002: 49-53) & Kurth-Voigt (1996: 173)参照。 
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45 Colombo (2013: 39-41) 
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第 2 章 ゲーテに影響を与えた仏教思想 
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（Manfred Osten）は 2005 年 5 月 29 日に行われた『ゲーテと仏教』という特別講演会の中
                                                   
1 ペツォルト（2000）『比較宗教学への試み・ゲーテと大乗仏教』、203 ページ。 
2 三井光彌（1935）『独逸文学に於ける佛陀及び佛教』、41 ページ。 
3 ペツォルト（2000）『比較宗教学への試み・ゲーテと大乗仏教』、98—99 ページ。 
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ロッサーの『輪廻に関する二つの対話』（Über die Seelenwanderung: zwey Gespräche, 1781/82）







第 1節 ケンペルと日本仏教思想 
 
ケンペルが日本で滞在中に集めた日本についての知識をまとめて出版した作品の一つが
『日本誌』である。ロンドンで英語版（History of Japan, 1727）が出版されたのち、ドイツの
レムゴーでクリスチアン・コンラド・ウィルヘルム・ドームがドイツ語版（Geschichte und 
Beschreibung von Japan, 1777/79) を出版した。ケンペルの作品、特にそのフランス語版は啓
蒙主義の時代のヨーロッパの知識階級に強い影響を与え、ヨーロッパの作家、また百科全書






                                                   
4 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻。  
5 オステン（2005）「ゲーテと仏教―『それより永遠の空虚のほうが、おれは好きだ』」、
161－162 ページ。 
6 Colombo (2013 : 39-41) 
7 Kapitza (1980 : 41-63) 
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8 末木文美士（2010）『近世の仏教 華ひらく思想と文化』、87 ページ。 
9 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、411 ページ。 
10 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、411 ページ。 
11 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、413—414 ページ。 
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第 2節 シュロッサーと仏教思想 
 




Lessing, 1729-1781）の作品『人類の教育』（Die Erziehung des Menschengeschlechts, 1780）で
あったが、シュロッサーは『輪廻に関する二つの対話』（1781/1782)という作品の中でレッシ
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カスパー・ラヴァーター（Johann Caspar Lavater, 1741-1801)を通してヘルヴェティアの学会
（Helvetischen Gesellschaft）で知られているシャルル・ボネ（Charles Bonnet, 1720-1793)の再
生の概念を元にして書かれている可能性がある14。シュロッサーの第一の対話（1781）に対
して、ヘルダーが同じく対話形式で記した『輪廻に関する三つの対話』（Über die 













                                                   
13 „Dieses mein System ist gewiß das älteste aller philosophischen Systeme. Denn es ist eigentlich 
nichts als das System von der Seelenpräexistenz und Metempsychose, welches nicht allein schon 
Pythagoras und Plato, sondern auch vor ihnen Ägypter und Chaldäer und Perser, kurz, alle Weisen 
des Orients, gedacht haben.“ (Lessing, Gotthold Ephraim: Werke. Bd. 8, 1970, S. 560. 筆者訳) 
14 Cyranka (2001: 45) 
15 Herder an Hamann, 11. Juli 1782, FA 29, 430 & 983 参照。 
16 Thorwart (2004 : 34) 
17 Goethe Werke. Bd. 5, 2007, S. 772 参照。 
18 『ゲーテ全集 9』311 ページ、281 ページ。第 3 部第 1 章ですでに紹介した。 
19 Colombo (2013: 39-41) 
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『詩と真実』第 8 章ではゲーテが 19 歳の 1768 年からのことが描かれる。19 歳当時はま
                                                   
20 『ゲーテ全集 9』、313 ページ。 
21 『ゲーテ全集 9』、311 ページ。 
22 『ゲーテ全集 9』、311 ページ。 
23 『ゲーテ全集 9』、419 ページ参照。 
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とっては、輪廻転生にシュロッサーがいうような「神の懐で im Schosse Gottes」という最終








                                                   
26 『ゲーテ全集 9』、313 ページ。 
27 Schlosser, Johann Georg: Über die Seelenwanderung, Bd.1, 1781, S. 49. 筆者訳。 
28 „Künftig aber solle kein Geist mehr mit der Materie verbunden werden.“ (Schlosser, Johann 
Georg: Über die Seelenwanderung. Bd.2, Serini, Basel, 1782, S. 23. 筆者訳) 
29 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、144—145 ページ。 
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ゲーテは 1787 年 10 月の二回目のローマ滞在の時にこの作品をヘルダーから送られた31。ゲ
ーテが『人類歴史哲学考』を評価していたことは 1824 年 11 月 9 日のエッカーマンとゲーテ
の対話からわかる32。 
『人類歴史哲学考』の第 3 部第 11 章の中ではアジアが紹介されており、その第 2 節は「コ
ーチ・シナ、トンキン（ベトナムの北部にある地域）、ラオス、韓国、東のモンゴル帝国、
                                                   
30 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（中）』、54 ページ。 
31 FA 3/2, 98. 
32 エッカーマン（2001）『ゲーテとの対話（上）』、155—156 ページ参照。 
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ダーの「人類歴史哲学考」の中の地理的・民族学的出典と思想』（Die geographischen und 





『人類歴史哲学考』は 4 部に分かれており、第 3 部第 11 章の中でアジアの国々も、その









また、第 3 部第 16 章第 3 節「チベット」の中では、教祖の釈尊について「この民族（ア
ジア民族；筆者）が保持している信仰と祭事に関する唯一つのものは、釈迦（Schaka）の宗
教の一部分である。それにしても、南方にもこの宗教は広く拡大している。（省略）このよ
                                                   
33 ケンペル（1973）『日本誌』、上巻、207 ページ。 
34 Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 6, 1989, S. 461 参照。 
35 Johann Gottfried Herder Werke, Bd. 6, 1989, S. 912 参照。 
36 „Gegen alle Sekten des Fo, die Asiens östliche Welt einnehmen, ist diese die Blüte; gelehrter, 
menschlicher, nützlicher, edler, als alle Bonzen, Lamen und Talapoinen.“ (Johann Gottfried Herder 
Werke. Bd. 6, 1989, S. 455. 筆者訳) 
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37 „So ist doch ein Stückwerk von der Religion des Schaka das Einzige, was diese Völker von 
Glauben und Gottesdienst haben. Aber auch südlich zieht sich diese Religion weit hin (. . .) so geht 
diese heilige Mönchslehre, wenn gleich nicht überall mit der weitläuftigen Mythologie der Tibetaner, 
durch Indostan, Ceylon, Siam, Pegu, Tonkin, bis nach Sina, Korea und Japan.“ (Johann Gottfried 
Herder Werke. Bd. 6, 1989, S. 446. 筆者訳)  
38 „Jedes Ding in der Natur, mithin auch die Philosophie des Budda ist gut und böse, nachdem sie 
gebraucht wird. Sie hat so hohe und schöne Gedanken, als sie auf der andern Seite Betrug und 
Trägheit erwecken und nähren kann, wie sie es auch reichlich getan hat. In keinem Lande blieb sie 
ganz dieselbe; allenthalben aber wo sie ist, stehet sie immer doch Eine Stufe über dem rohen 
Heiligtum, die erste Dämmerung einer reinern Sittenlehre, der erste Kindestraum einer 
Weltumfassenden Wahrheit.“ (Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 6, 1989, S. 450. 筆者訳） 
39 „Die Kosmogonie sowohl als die Metempsychose der Morgenländer sind poetische 
Vorstellungsarten dessen was ist und wird, wie solches sich ein eingeschränkter menschlicher 
Verstand und ein mitfühlendes Herz denket.“ (Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 6, 1989, S. 449. 
筆者訳） 
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リシャのイソップ寓話を通して「人間の発生と動物から人間への再生 Anthropogenesie und 
Palingenesie der Tiere zu Menschen」42について述べている。この三つの対話は「チャリクレス 







                                                   
40 „Überhaupt hat die Lehre der Seelenwandrung, so groß ihre Hypothese im Kopf des ersten 
Erfinders gewesen und so manches Gute sie der Menschlichkeit gebracht haben möge, ihr notwendig 
auch viel Übel bringen müssen, wie überhaupt jeder Wahn, der über die Menschheit hinaus reichet. 
Indem sie nämlich ein falsches Mitleiden gegen alles Lebendige weckte, verminderte sie zugleich 
das wahre Mitgefühl mit dem Elende unsres Geschlechts, dessen Unglückliche man als Missetäter 
unter der Last voriger Verbrechen oder als Geprüfte unter der Hand eines Schicksals glaubte, das 
ihre Tugend in einem künftigen Zustande belohnen werde.“ (Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 6, 
1989, S. 456. 筆者訳） 
41 Obst (2009: 133) 
42 Johann Gottfried Herder Werke. Bd. 4, 1994, S. 458. 
43 Goethe Handbuch, Bd. 4/1, 1998, S. 482. 
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生命哲学の第 2 定義と第 3 定義と関係している。このような因果律に基づいた生命観は、
ゲーテの場合、現世だけではなく、来世まで影響を及ぼしている。 
しかし、ゲーテはその生涯において輪廻に対する考えを公に表記することはあまりなく、
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44 ゲーテ（1958）『ファウスト 1』、86 ページ。 
45 『ゲーテ全集 3』、42 ページ。 
46 Goethe: Faust. Der Tragödie Erster Teil. 2000, S. 36. 
47 Tat というドイツ語の言葉は和訳によって異なっているので、二つの例を取り上げた。 
































                                                   
1 Burnouf, Eugène: Le lotus de la bonne loi traduit du sanscrit, accompagné d’un commentaire et 
de vingt et un mémoires relatifs au buddhisme, 1852. 










考えられるゆえに、彼自身の生命哲学の生命観的側面（第 2 定義）と実践的側面（第 3 定
義）がさらに形成されており、彼の詩文・作品の中にも反映されると考えられる。 
 
                                                   
2 ゲーテ（1958）『ファウスト 1』、86ページ。 











ける全現象の出発点 Anfangspunkte aller Erscheinungen in der Natur」「全生物の最終的な根源構成
要素 letzte Urbestandteile aller Wesen」1、すなわち生命の現象の根源を把握し、認識しようとし
た。本論文は生命哲学の以下の三つの定義（視点）からゲーテの生命哲学を論じた。 
① Philosophie, die sich mit dem menschlichen Leben befasst（Philosophie）2 人間の生を扱う哲学
（哲学）3 
は第 1定義とされる。哲学史的には「生の哲学 Lebensphilosophie」とも呼ばれる。 
→ 哲学史的に理解した「生の哲学」 
② Art und Weise, das Leben zu betrachten4 生命を考察する方法5 
は第 2定義とされる。「生命観 Lebensanschauung」とも呼ぶことができる。 
→ 一般的、日常的「生命哲学」、一人ひとりがもっている「生命哲学」 







                                               
1 FA 34, 171. 
2 Duden. 2003, S. 1001. 
3 Duden. 2003, S. 1001. 筆者訳。 
4 Duden. 2003, S. 1001. 







（第 2定義）、実践的な「生命哲学」（第 3定義）である。 





















                                               






























                                               
7 G-Hb 1, 101-102参照。 
8 『ゲーテ全集 1』、212－213ページ。(FA 1, 318-319) 
































































                                               































                                               
11 『ゲーテ全集 10』、222ページ。 
































                                               





























                                               
14 ビーダーマン編（1963）『ゲーテ対話録 2』、207ページ。 
15 『ゲーテ全集 13』、67ページ。 
16 『ゲーテ全集 10』、221ページ。 
17 Burnouf, Eugène: Le lotus de la bonne loi traduit du sanscrit, accompagné d’un commentaire et de 






























                                               
18 ゲーテ（1958）『ファウスト 1』、86ページ。 
19 『ゲーテ全集 3』、42ページ。 
20 ゲーテ（1958）『ファウスト 1』、34ページ。 
































                                               
































                                               





























                                               
24 Colombo (2013: 47) 参照。 
















ーテ、スピノザとヤコービ』（Goethe, Spinoza und Jacobi, 1908)1の中に、ゲーテの書簡の中で
スピノザの名前がどれぐらい上げられたか、を示した統計があり、それによると、もっとも
頻繁にスピノザについて議論した時期は、1782年から 1786 年までであったとされる。 
彼は当時の知人との書簡を通して、スピノザの思想について頻繁に議論していた。われわ
れ研究者にとっては、それらの書簡を通して、当時のゲーテの考え方と心情を知ることがで
きると考えられる。以下、1．では 1783年から 1785 年の時期、つまりヤコービ（Friedrich 
Heinrich Jacobi, 1743-1819）の『スピノザの教説について』（Über die Lehre des Spinoza in den 
Briefen an den Herrn Moses Mendelssohn, 1785）の出版前の書簡、2．では『スピノザの教説に









                                                   
1 Warnecke (1908 : 49) 









Goethe an F.H. Jacobi        DI. 30.12.1783  
„Wir haben uns mit dir und Lessing unterhalten. Herder wird dir geschrieben haben. Er ist diesen 
Sachen auf dem Grunde. Wir haben ietzt sehr gute Abende zusammen.“3 
 











者、詩人、神学者であったヨハン・ゴットフリート・ヘルダ （ーJohann Gottfried Herder, 1744-
1803）はストラスブールの時からゲーテの先輩であった8。 
次の手紙はシャルロッテ・フォン・シュタイン（Charlotte von Stein, 1742-1827）宛である。
彼女はワイマール公国の男爵のゴットロブ・エルンスト・ヨジーアス・フリードリヒ・フォ
ン・シュタイン（Gottlob Ernst Josias Friedrich von Stein, 1735-1793）の妻であり9、シュタイ
ン夫人と呼ばれた。シュタイン夫人はゲーテの親しい友人であり、ゲーテがプラトニックな
                                                   
3 FA 29, 498.  
4 「我々」とはヘルダーとゲーテ自身のこと。 
5 FA 29, 498. 筆者訳。 
6 FA 29, 1025-1026参照。 
7 FA 29, 1026 参照。 
8 Goethe (1993: 240)参照。 









Goethe an Charlotte von Stein     DI. 9.11.1784 
“Diesen Abend bin ich bey dir und wir lesen in denen Geheimnissen fort, die mit deinem Gemüth 
so viele Verwandschafft haben.”12 
 






研究」14（Studie nach Spinoza, 1785）という書であった。クネーベルあての手紙の中でゲー
テは『エチカ』の読書について自身の感情を次のように述べている。 
 
Goethe an Knebel      DO. 11.11.1784 
“Ich lese mit der Fr(au) von Stein die Ethick des Spinoza. Ich fühle mich ihm sehr nahe obgleich 
sein Geist viel tiefer und reiner ist als der meinige.“15 
 




                                                   
10 FA 29, 1248 参照。 
11 G-Hb 2, 1001 参照。 
12 FA 29, 551. 
13 FA 29, 551 筆者訳。 
14 FA 25, 863 参照。 
15 FA 29, 551. 








Goethe an Charlotte von Stein      MO. 27.12.1784 
„Gestern Abend war ich nur wider Willen fleisig und las noch zuletzt in unserm Heiligen und 
dachte an dich.“17 
 





Goethe an F.H. Jacobi     MI. 12.1.1785 
„Ich übe mich an Spinoza, ich lese und lese ihn wieder, und erwarte mit Verlangen biß der Streit 
über seinen Leichnam losbrechen wird. Ich enthalte mich alles Urtheils doch bekenne ich, daß 
ich mit Herdern in diesen Materien sehr einverstanden bin.“19 
 









                                                   
17 FA 29, 568. 
18 FA 29, 568. 筆者訳。 
19 FA 29, 571. 
20 FA 29, 571. 筆者訳。 







Goethe an F.H. Jacobi        DO. 9.6.1785 
„Schon lange haben wir deine Schrift erhalten und gelesen. Ich mache Herdern und mir Vorwürfe 
daß wir so lange mit unsrer Antwort zögern, du musst uns entschuldigen, ich wenigstens erkläre 
mich höchst ungern über eine solche Materie schrifftlich, ia es ist mir beynahe unmöglich. 
Darüber sind wir einig und waren es beym ersten Anblicke, daß die Idee die du von der Lehre 
des Spinoza giebst derienigen die wir davon gefasst haben um vieles näher rückt als wir nach 
deinen mündlichen Äusserungen erwarten konnten, und ich glaube wir würden im Gespräch 
völlig zusammenkommen. 
Du erkennst die höchste Realität an, welche der Grund des ganzen Spinozismus ist, worauf alles 
übrige ruht, woraus alles übrige fliest. Er beweist nicht das Daseyn Gottes, das Daseyn ist Gott. 
Und wenn ihn andre deshalb Atheum schelten, so mögte ich ihn theissimum ia christianissimum 
nennen und preisen. 
Schon vor vierzehn Tagen hatte ich angefangen dir zu schreiben, ich nahm eine Copie deiner 
Abhandlung mit nach Ilmenau, wo ich noch manchmal hineingesehen habe und immer wie beym 
Ermel gehalten wurde daß ich dir nichts drüber sagen konnte. Nun verfolgt mich dein Steckbrief 
hierher der mir schon durch Siegel und Innschrift das Gewissen schärffte. 
Vergieb mir daß ich so gerne schweige wenn von einem göttlichen Wesen die Rede ist, das ich 
nur in und aus den rebus singularibus erkenne, zu deren nähern und tiefern Betrachtung niemand 
mehr aufmuntern kann als Spinoza selbst, obgleich vor seinem Blicke alle einzelne Dinge zu 
verschwinden scheinen. 
Ich kann nicht sagen daß ich iemals die Schrifften dieses trefflichen Mannes in einer Folge 
gelesen habe, daß mir iemals das ganze Gebäude seiner Gedancken völlig überschaulich vor der 
Seele gestanden hätte. Meine Vorstellungs und Lebensart erlauben‘s nicht. Aber wenn ich hinein 
sehe glaub ich ihn zu verstehen, das heist: er ist mir nie mit sich selbst in Widerspruch und ich 
kann für meine Sinnes und Handelns Weise sehr heilsame Einflüsse daher nehmen.(...) 
Hier bin ich auf und unter Bergen, suche das göttliche in herbis und lapidibus.“22 
                                                   

































                                                   














Goethe an F.H. Jacobi     SO. 11.9.1785 
„Du sendest mir deinen Spinoza. Die historische Form kleidet das Werckgen gut. 
Ob du aber wohl gethan hast mein Gedicht mit meinem Nahmen vorauf zu setzen, damit man ia 
bey dem noch ärgerlichern Prometheus mit Fingern auf mich deute, das mache mit dem Geiste 
aus der dich es geheisen hat. Herder findet lustig daß ich bey dieser Gelegenheit mit Lessing auf 
einen Scheiterhaufen zu sitzen komme.“27 
 










                                                   
24 FA 29, 1093 参照。 
25 FA 29, 1106 参照。 
26 FA 29, 1106 参照。 
27 FA 29, 596. 










1785 年 9月 11日、この同じ日に、ゲーテがシュタイン夫人宛の手紙の中にスピノザの書物
を同封し、この出来事について次のように述べた。 
 
Goethe an Charlotte von Stein    SO. 11.9.1785 
„Jacobi macht mir einen tollen Streich. In seinem Gespräche mit Lessing kommt doch das 
Gedicht Prometheus vor, ietzt da er seine Götterlehre drucken lässt, setzt er das andre Gedicht: 
edel sey der Mensch! Mit meinem Nahmen voraus, damit ia iedermann sehe daß Prometheus von 
mir ist. Wie du aus beyliegendem Wercklein sehn kannst.“31 
 
シャルロッテ・フォン・シュタイン宛      1785年 9 月 11日（日） 
ヤコービが私にとてつもないいたずらをした。彼のレッシングとの会話の中で「プロ
メートイス」という詩が出てきたのだが、今彼が自分の神々についての教義を印刷する








1783 年 11月、『ティーフルター ジャーナル』（Tiefurter Journal）という雑誌の中であった。
その後、1785 年にヤコービの『スピノザの教説について』の第一版の中に掲載された。初
                                                   
29 G-Hb 1, 560参照。 
30 FA 29, 1105 参照。 
31 FA 29, 597. 










Goethe an F.H. Jacobi     SO. 26.9.1785 
„Es war die Absicht meines letzten Briefes nicht dich in Verlegenheit zu setzen, oder dir eine Art 
von Vorwurf zu machen, wir wollen die Sache nun gehn lassen und die Folgen erwarten. Das 
Beste wäre gewesen du hättest pure den Prometheus drucken lassen, ohne Note und ohne das 
Blat, wo du eine besorgliche Confiskation reizest, alsdann hättest du auch wohl das erste Gedicht 
ohne meinen Nahmen drucken mögen u.s.w. Nun aber da es geschehen, mag denn die Legion 
ausfahren und die Schweine ersäufen.“34 
 














                                                   
33 G-Hb 1 参照。 
34 FA 29, 600. 
35 FA 29, 600. 筆者訳。 







Goethe an F.H. Jacobi     FR. 21.10.1785 
„Daß ich dir über dein Büchlein nicht mehr geschrieben verzeih! Ich mag weder vornehm noch 
gleichgültig scheinen. Du weißt daß ich über die Sache selbst nicht deiner Meinung bin. Daß mir 
Spinozismus und Atheismus zweyerlei ist. Daß ich den Spinoza wenn ich ihn lese mir nur aus 
sich selbst erklären kann, und daß ich, ohne seine Vorstellungsart von Natur selbst zu haben, doch 
wenn die Rede wäre ein Buch anzugeben, das unter allen die ich kenne, am meisten mit der 
meinigen übereinkommt, die Ethik nennen müsste. 
Eben so wenig kann ich billigen wie du am Schlusse mit dem Worte glauben umgehst, dir kann 
ich diese Manier noch nicht passiren lassen, sie gehört nur für Glaubenssophisten, denen es 
höchst angelegen seyn muß alle Gewißheit des Wissens zu verdunckeln, und mit den Wolcken 
ihres schwanckenden lufftigen Reichs zu überziehen, da sie die Grundfesten der Wahrheit doch 
nicht erschüttern können.  
 Du, dem es um Wahrheit zu thun ist, befleisige dich auch eines bestimmten Ausdrucks.“37 
 












                                                   














Goethe an Knebel      FR. 18.11.1785 
„Jakobis metaphisisches Unwesen über Spinoza, wo er mich leider auch compromittirt, wirst du 
gesehen haben.“39 
 







Goethe an F.H. Jacobi     DO. 1.12.1785 
„Was hast du zu den Morgenstunden gesagt? und zu den jüdischen Pfiffen mit denen der neue 
Sokrates zu Wercke geht? Wie klug er Spinoza und Lessing eingeführt hat. O du armer Criste wie 
schlimm wird dir es ergehen! wenn er deine schnurrenden Flüglein nach und nach umsponnen 
haben wird! Machst du gegen Anstalten? Und wie?“41 
 
 
                                                   
38 FA 29, 603-604. 筆者訳。 
39 FA 29, 608. 
40 FA 29, 608. 筆者訳。 












この手紙の中の「暁 Morgenstunden」とは 1785 年にベルリンで出版されたモーゼス・メ
ンデルスゾーンの作品『暁 − 神の現存についての講義』(Morgenstunden oder Vorlesungen über 









Goethe an Herder      MO. 20.2.1786 
„Ich vermelde daß ich das Jüdische neuste Testament nicht habe auslesen können, daß ich es der 
Fr(au) v. Stein geschickt habe die vielleicht glücklicher ist, und daß ich gleich den Spinoza 
aufgeschlagen und von der Proposition: qui Deum amat, conari non potest, ut Deus ipsum contra 
amet, einige Blätter mit der grösten Erbauung zum Abendsegen studirt habe. Aus allem diesem 
folget daß ich euch das Testament Johannis aber und abermal empfehle, dessen Innhalt Mosen 
und die Propheten, Evangelisten und Apostel begreift.“45 
 
 
                                                   
42 FA 29, 608.筆者訳。 
43 FA 29, 1115 参照。 
44 FA 29, 1115 参照。 














メンデルスゾーンが 1786 年 1月 4 日に亡くなった後に、彼の書『レッシングの友人たち









Goethe an F.H. Jacobi    Ilmenau (Fr.) d. 5. May 86 
„Übrigens bist du ein guter Mensch, daß man dein Freund seyn kann ohne deiner Meynung zu 
seyn, denn wie wir von einander abstehn hab ich erst recht wieder aus dem Büchlein selbst gesehn. 
Ich halte mich fest und fester an die Gottesverehrung des Atheisten p. 77 und überlasse euch alles 
was ihr Religion heisst und heissen müsst ibid. Wenn du sagst man könne an Gott nur glauben p. 
101 so sage ich dir, ich halte viel aufs schauen, und wenn Spinoza von der Scientia intuitiva 
spricht, und sagt: Hoc cognoscendi genus procedit ab adaequata idea essentiae formalis 
quorundam Dei attributorum ad adaequatam cognitionem essentiae rerum; so geben mir diese 
                                                   
46 FA 29, 625.筆者訳。 
47 FA 29, 625 参照。 





wenigen Worte Muth, mein ganzes Leben der Betrachtung der Dinge zu widmen die ich reichen 
und von deren essentia formali ich mir eine adäquate Idee zu bilden hoffen kann, ohne mich im 
mindsten zu bekümmern, wie weit ich kommen werde und was mir zugeschnitten ist.“49 
 























                                                   
49 FA 29, 629. 
50 FA 29, 629.筆者訳。 
51 Goethe (1993: 248)参照。 





























版されなかった。Studie nach Spinoza (「スピノザ研究」)というタイトルが初めて使われたの
は Goethes Werke（ワイマール版ゲーテ全集の第 2巻）の第 2 版の中である3。  
 
「スピノザ研究」 (Studie nach Spinoza) 
 
Der Begriff vom Dasein und der Vollkommenheit ist ein und 
eben derselbe, wenn wir diesen Begriff so weit verfolgen als  
es uns möglich ist so sagen wir daß wir uns das Unendliche 
denken. 
Das Unendliche aber oder die vollständige Existenz kann 
    von uns nicht gedacht werden. 
 Wir können nur Dinge denken, die entweder beschränkt  
                                                   
1 『ゲーテ全集 25』、359－364 ページ。 
2 FA 25, 14-17. 





sind oder die sich unsre Seele beschränkt. Wir haben also in 
so fern einen Begriff vom Unendlichen als wir uns denken  
können daß es eine vollständige Existenz gebe welche außer 
der Fassungskraft eines beschränkten Geistes ist.4 










Man kann nicht sagen daß das Unendliche Teile habe. 
Alle beschränkte Existenzen sind im Unendlichen sind  
    aber keine Teile des Unendlichen sie nehmen vielmehr Teil an  
    der Unendlichkeit. 
Wir können uns nicht denken daß etwas Beschränktes  
    durch sich selbst existiere und doch existiert alles wirklich  
    durch sich selbst ob gleich die Zustände so verkettet sind daß  
    einer aus dem andern sich entwickeln muß und es also scheint 
    daß ein Ding vom andern hervorgebracht werde welches  
    aber nicht ist, sondern ein lebendiges Wesen gibt dem andern 
Anlaß, zu sein und nötigt es, in einem bestimmten Zustand zu  
existieren. 
Jedes existierende Ding hat also sein Dasein in sich, und so  
                                                   
4 FA 25, 14. 
















 Das Messen eines Dings ist eine grobe Handlung, die auf  
lebendige Körper nicht anders als höchst unvollkommen  
angewendet werden kann. 
 Ein lebendig existierendes Ding kann durch nichts ge- 
messen werden was außer ihm ist sondern wenn es ja ge- 
schehen sollte müßte es den Maßstab selbst dazu hergeben,  
dieser aber ist höchst geistig und kann durch die Sinne nicht  
gefunden werden, schon beim Zirkel läßt sich das Maß des  
Diameters nicht auf die Peripherie anwenden. So hat man  
den Menschen mechanisch messen wollen, die Maler haben  
den Kopf als den vornehmsten Teil zu der Einheit des Maßes  
genommen es läßt sich aber doch dasselbe nicht ohne sehr  




                                                   
6 FA 25, 14. 
7 FA 25, 14. 筆者訳。 













In jedem lebendigen Wesen sind das was wir Teile nennen  
    dergestalt unzertrennlich vom Ganzen daß sie nur in und mit 
    demselben begriffen werden können und es können weder  
    die Teile zum Maß des Ganzen noch das Ganze zum Maß der  
    Teile angewendet werden, und so nimmt, wie wir oben gesagt 
    haben ein eingeschränktes lebendiges Wesen Teil an der 
Unendlichkeit oder vielmehr es hat etwas Unendliches in sich 
wenn wir nicht lieber sagen wollen daß wir den Begriff der  
Existenz und der Vollkommenheit des eingeschränktesten  
lebendigen Wesens nicht ganz fassen können und es also eben 
so wie das Ungeheure Ganze in dem alle Existenzen be- 








                                                   
9 FA 25, 14-15. 筆者訳。 







Der Dinge die wir gewahr werden ist eine ungeheure  
    Menge, die Verhältnisse derselben, die unsre Seele ergreifen  
    kann sind äußerst mannigfaltig. Seelen die eine innre Kraft  
    haben sich auszubreiten fangen an zu ordnen um sich die  
    Erkenntnis zu erleichtern fangen an zu fügen und zu verbin- 
    den um zum Genuß zu gelangen. 
Wir müssen also alle Existenz und Vollkommenheit in unsre  
    Seele dergestalt beschränken daß sie unsrer Natur und  
    unsrer Art zu denken und zu empfinden angemessen werden  
    dann sagen wir erst daß wir eine Sache begreifen oder sie  








Wird die Seele ein Verhältnis gleichsam im Keime gewahr  
    dessen Harmonie wenn sie ganz entwickelt wäre sie nicht  
    ganz auf einmal überschauen oder empfinden könnte so  
    nennen wir diesen Eindruck erhaben, und es ist der herr- 
    lichste der einer menschlichen Seele zuteile werden kann. 
Wenn wir ein Verhältnis erblicken, welches in seiner gan- 
    zen Entfaltung zu überschauen oder zu ergreifen das Maß  
                                                   
11 FA 25, 15. 筆者訳。 
12 FA 25, 15. 





    unsrer Seele eben hinreicht dann nennen wir den Eindruck  








Wir haben oben gesagt daß alle lebendig existierende  
    Dinge ihr Verhältnis in sich haben, den Eindruck also den sie  
    so wohl einzeln als in Verbindung mit andern auf uns machen 
    wenn er nur aus ihrem vollständigen Dasein entspringt  
    nennen wir wahr und wenn dieses Dasein teils auf eine solche  
    Weise beschränkt ist daß wir es leicht fassen können und in  
    einem solchen Verhältnis zu unsrer Natur stehet daß wir es 








Ein Gleiches geschieht wenn sich Menschen nach ihrer  
    Fähigkeit ein Ganzes es sei so reich oder arm als es wolle von  
    dem Zusammenhange der Dinge gebildet und nunmehr den  
                                                   
14 FA 25, 15-16. 
15 FA 25, 15-16. 筆者訳。 
16 FA 25, 16. 





    Kreis zugeschlossen haben. Sie werden dasjenige was sie am  
    bequemsten denken worin sie einen Genuß finden können  
    für das Gewisseste und Sicherste halten ja man wird mei-  
    stenteils bemerken daß sie andere welche sich nicht so leicht 
beruhigen und mehr Verhältnisse göttlicher und menschli- 
cher Dinge aufzusuchen und zu erkennen streben mit einem  
zufriedenen Mitleid ansehen und bei jeder Gelegenheit be- 
scheiden trotzig merken lassen daß sie im Wahren eine Si- 











Sie können nicht genug ihre innere beneidens- 
werte Ruhe und Freude rühmen und diese Glückseligkeit  
einem jeden als das letzte Ziel andeuten. Da sie aber weder  
klar zu entdecken imstande sind auf welchem Weg sie zu  
dieser Überzeugung gelangen noch was eigentlich der  
Grund derselbigen sei, sondern bloß von Gewißheit als 
Gewißheit sprechen so bleibt auch dem Lehrbegierigen we- 
nig Trost bei ihnen indem er immer hören muß das Gemüt  
müsse immer einfältiger und einfältiger werden sich nur auf  
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einen Punkt hinrichten sich aller mannigfaltigen verwirren- 
den Verhältnisse entschlagen und nur alsdenn könne man  
aber auch um desto sicherer in einem Zustande sein Glück 
finden der ein freiwilliges Geschenk und eine besondere  











Nun möchten wir zwar nach unsrer Art zu denken diese  
    Beschränkung keine Gabe nennen weil ein Mangel nicht als  
    eine Gabe angesehen werden kann wohl aber möchten wir es  
    als eine Gnade der Natur ansehen daß sie da der Mensch nur  
    meist zu unvollständigen Begriffen zu gelangen imstande ist  
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付録②は拙稿「ゲーテのスピノザ論――資料を中心に――Goethe's Spinozism－with Focus on 


























Aus Briefen an Charlotte von Stein 
Weimar, 14.4.1776 
 
Warum gabst du uns die Tiefen Blicke 
Unsre Zukunft ahndungsvoll zu schaun 
Unsrer Liebe, unserm Erdenglücke 
                                                   
1 Goethe: Gedichte (1974: 520) 参照。 
2 FA 2, 730-731 参照。 





Wähnend selig nimmer hinzutraun? 
Warum gabst uns Schicksal die Gefühle 
Uns einander in das Herz zu sehn, 
Um durch all die seltenen Gewühle 
Unser wahr Verhältnis auszuspähn. 
 
 Ach so viele tausend Menschen kennen 
Dumpf sich treibend kaum ihr eigen Herz, 
Schweben zwecklos hin und her und rennen 
Hoffnungslos in unversehnem Schmerz, 
Jauchzen wieder wenn der schnellen Freuden 
Unerwarte Morgenröte tagt. 
Nur uns Armen liebevollen beiden 
Ist das wechselseitige Glück versagt 
Uns zu lieben ohn uns zu verstehen, 
In dem Andern sehn was er nie war 
Immer frisch auf Traumglück auszugehen 
Und zu schwanken auch in Traumgefahr. 
 
Glücklich den ein leerer Traum beschäftigt! 
Glücklich dem die Ahndung eitel wär! 
Jede Gegenwart und jeder Blick bekräftigt 
Traum und Ahndung leider uns noch mehr. 
Sag was will das Schicksal uns bereiten? 
Sag wie band es uns so rein genau? 
Ach du warst in abgelebten Zeiten  
Meine Schwester oder meine Frau. 
 
Kanntest jeden Zug in meinem Wesen, 





Konntest mich mit Einem Blicke lesen 
Den so schwer ein sterblich Aug durchdringt. 
Tropftest Mäßigung dem heißen Blute, 
Richtetest den wilden irren Lauf, 
Und in deinen Engelsarmen ruhte 
Die zerstörte Brust sich wieder auf,  
Hieltest zauberleicht ihn angebunden 
Und vergaukeltest ihm manchen Tag. 
Welche Seligkeit glich jenen Wonnestunden,  
Da er dankbar dir zu Füßen lag. 
Fühlt sein Herz an deinem Herzen schwellen, 
Fühlte sich in deinem Auge gut,  
Alle seine Sinnen sich erhellen 
Und beruhigen sein brausend Blut. 
 
 Und von allem dem schwebt ein Erinnern 
Nur noch um das ungewisse Herz 
Fühlt die alte Wahrheit ewig gleich im Innern, 
Und der neue Zustand wird ihm Schmerz. 
Und wir scheinen uns nur halb beseelet 
Dämmernd ist um uns der hellste Tag. 
Glücklich daß das Schicksal das uns quälet 
Uns doch nicht verändern mag.4 
 
シャルロッテ・フォン・シュタイン宛の手紙から  
ワイマール、1776 年 4月 14日 
 
あなたはなぜ、私たちに深い洞察の目をさずけたの 
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